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上六五四三二九八 は
じ
め
に
英
学
の
あ
け
ぼ
の
長
崎
通
詞
の
て
な
ら
い
辞
書
の
か
た
る
幕
末
の
英
学
む
す
び 幕末
の
英
学
書
「諸厄利亜国語和解」と「諸厄利亜語林大成」
本邦初の英和辞典『英和対訳袖珍辞書』
箱
館
の
英
学
洋
学
者
の
英
語
修
業
長
崎
の
英
学
琉球（沖縄）
江
戸
と
横
浜
の
英
学の英学
宮
永
孝
186（１） 
時
、
英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
は
命
が
け
の
し
ご
と
で
あ
っ
た
。
版の大きさ、収録されている語いの数などにより、値段はまちまちである。買うときになって気になるのは、内容はもとより、やは
り
値
段
で
あ
ろ
う
か
。
辞
書
の
刊
行
に
は
、
ふ
つ
う
億
単
位
の
製
作
コ
ス
ト
が
か
か
る
ら
し
い
。
中学校に入り、はじめて英語のイロハを教わってから数十年、わたしはいまだに辞書を片時もそばからはなせない。ことあるごとに
辞書の世話になっている。いま辞書は比較的安価で求めることができるせいもあって、粗末に扱わぬでもない。
江
戸
時
代
、
洋
書
や
辞
書
は
、
そ
の
値
い
の
高
さ
と
希
少
性
ゆ
え
に
、
学
習
者
は
そ
れ
を
謄
写
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
それをおもうと、こんにち高目の辞書といえども、写す労苦を考えれば、安いものである。
ところでわが国では、いつごろ、だれが、どのように英語の学習をはじめたのであろうか。鎖国下、ひとは公然と英語をまなぶこと
は
許
さ
れ
ず
、
教
師
や
た
よ
る
べ
き
参
考
書
は
皆
無
に
ち
か
く
、
ま
し
て
や
教
え
る
機
関
も
な
か
っ
た
。
開国後、英語の国際的な通用性が注目され、にわかに英語ブームがおこるが、学習者は、撰夷派から命をつけねらわれるしまつ。当
れる。 こんにち大きな書店に行くと、書棚に外国語の参考書が所狭いまでにならんでいる。また街に出ると、語学学校の看板がよく目につ
くし、テレビ、ラジオの番組にいたっては、語学講座がめじろ押しにならび、やる気さえあれば、すこしも学習にこまることはない。
さらにいまは外国人教師も多く、生きた語学がまなべるよき時代であり、むかしとは隔世の感がある。語学の参考書についていえば、
そ
の
数
と
種
類
の
豊
富
さ
か
ら
い
っ
て
、
い
ち
ば
ん
目
に
つ
く
の
は
英
語
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
とくに英和・和英辞典などを開いてみると、各社は特色をだすことに躍起となっており、年々よいものが出てきているようにおもわ
い
と
お
も
っ
た
。
わたしは本稿において、わが国の英語ことはじめを跡づけることによって、英語学習のこんにち的意義をあらためて問い直してみた
は
じ
め
に
(2)１８５ 
辞書のかたる幕末の英学
文化六年二八○九）から慶応四年（一八六八）にいたる、約半世紀間の英語学習と教育の展開を、主として将来本（辞書）やわが
国
で
刊
行
さ
れ
た
英
学
書
を
通
じ
て
、
概
観
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
英学の先覚者は、困難な状況のもＬ
き
な
努
力
は
ど
の
よ
う
に
結
実
し
た
の
か
。
日
本
人
が
英
語
に
は
じ
め
て
接
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
か
定
か
で
な
い
。
室
町
（
戦
国
）
時
代
の
天
文
十
七
年
（
一
五
四
九
）
、
つ
い
で
永
禄
七
年
（１） 
（一五六四）にイギリス船が日本に来ているようだが、当時の日本人は乗組員が話す英語をはじめて耳にしたともおもわれる。
と
く
に
しかし、かれらが話すことばをじっさい聞き、その文字を見たとしても、単なる外っ国のことばぐらいにしか思わなかったであろう。
江戸時代（慶長八年Ⅱ一六○三～慶応三年Ⅱ一八六七までの約二六○年間）、日本人はイギリスのことを、
大
ぶ
り
た
ん
や
国
こんにち英語は、世函
その地位は不動である。
諸
厄
利
亜
国
い
ん
げ
り
や
え
げ
れ
す
あ
ん
げ
り
あ
イーンｈごフテイーーフ
い
き
り
す
エ
ゲ
レ
ス
ア
ン
ゲ
ル
ア
英
学
の
あ
け
ぼ
の
世界の言語のなかでも国際語として枢要な位置をしめ、コミュニケーションやビジネスの手段として緊要であり、
せ
ん
し
ん
ば
ん
く
困難な状況の４℃と、千辛万苦を重ねながら、どのように研究と修得にいどんで行ったのか。またかれらが払った大
184（３） 
と
呼
び
、
そ
の
英
吉
利
人
と
よ
ん
だ
。
ま
た
諸
厄
利
亜
語
と呼称された。
令を発し、ス争
おう完成した。
わが国に入国、滞在し、通商にしたがうことを許された外岸
中国語とオランダ語だけがもっぱら研究されるようになった。
日本における外国語の研究は、室町（戦国）時代には昨
ルトガル語、スペイン語）をまなぶことからはじまった。
やがてセミナリオで学ぶ修練者のなかから、これら里
令を発し、スペインやポルトガル人の来航を禁じ、寛永‐
か
ん
よ
う
わが国の文化は古来、隣国の朝鮮や中国その他の国から輸入され、それが約一一千年にわたって国内において酒饗され、
げ
ん
つくりあげた。と／、に西洋文化の移入には、その手段として外国語の習得が不可欠であったことは言をまたない。
日本における外国語の研究は、室町（戦国）時代にはじまり、おもに宣教師についてキリシタン信徒が南欧系の言語
え
げ
れ
す
人
い
き
り
す
人
え
け
れ
す
文
字
え
げ
れ
す
言
葉
エ
ゲ
レ
ス
語
エ
ゲ
レ
ス
人
んだ。またかれらが話す言語は、
そ
の
人
種
を
通商にしたがうことを許された外国人は、オランダ人と中国人にかぎられ、長崎においては、通詞によって
これらの言語にかなり熟達したものが生れた。が、慶長十七年（一六二一）家康が禁教
じ、寛永十七年（’六四○）オランダ人が出島に移されるにおよんで、鎖国体制がいち
（ラテン語、ポ
独
自
な
も
の
を
(4)１８３ 
辞書のかたる幕末の英学
ことに蘭通詞や洋学者とよばれるひとびとは、長崎に舶載される蘭書によって、早くからヨーロッパ文化にふれ、わずかに世界と連
か
ら
た
い
へ
い
絡をたもっていた。日本は鎖国といった殻のなかでひたすら泰平をならべていた江戸中期、ロシア人が北方に進出し、イギリス人は東
進し、さらに日本近海において米英の捕鯨船が活躍するようになると、日本をとりまく環境はしだいにうるさくなってきた。
そればかりかロシア人、英米人らが日本に渡来したり、漂着するようになると、蘭通詞らのオランダ語は用を足さず、かれらはしぜ
んロシア語や英語の研究に興味をもつようになり、やがて幕命によってそれらの言語のけいこに励むようになる。
日
本
に
お
け
る
英
学
の
起
原
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、
あ
き
ら
か
で
な
い
。
蘭
船
リ
ー
フ
デ
号
の
舵
手
と
し
て
来
日
し
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
は
、
慶
長
十
八
年
（
’
六
一
三
）
六
月
に
平
戸
に
や
っ
て
き
た
ジ
ョ
ン
・
セ
ー
リ
ス
、
、
》」ん》」う
が持参したイギリス国王ジェームズ｜世の国書を邦訳する》」とを命じられ、かなに訳したとされるが（じっさいは和漢混清文）、将軍
に
奉
呈
さ
れ
た
こ
の
書
簡
は
、
き
っ
と
宣
教
師
や
祐
塞
ら
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（２） 
と
も
あ
れ
家
康
宛
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
書
簡
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
英
文
和
訳
の
噴
矢
と
み
ら
れ
て
い
る
。
イギリス人は通商の拠点を平戸におき、日英貿易にしたがったが、あまり利益があがらず、日本滞在十一年にして商館を閉ざし、引
き
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
鎖
国
時
代
に
入
る
と
、
日
英
関
係
は
す
っ
か
り
途
絶
し
て
し
ま
う
。
（２） 
と４℃あれ家康宛のジェームズ一世の書簡は、わが国における英文和訳の噴矢とみられている。
イギリス人は通商の拠点を平戸におき、日英貿易にしたがったが、あまり利益があがらず、日本滞在十一年にして商館を閉ざし、引
きあげてしまった。その後鎖国時代に入ると、日英関係はすっかり途絶してしまう。
（３） 
やがて蘭通詞や市井の洋学者たちは、蘭書を通じて、著しい進歩をとげてきたイギリスの文物に４℃関心をいだくようになってゆくの
だが、かれらがいちばん注意と努力を払ったのは、英語そのものを深く修めることにより、ヨーロッパの知識を吸収することであった。
近世日本に伝来した外国語のうち、鎖国以前において南蛮人がつたえたラテン語、スペイン語、ポルトガル語についで、オランダ語、
フランス語、ロシア語、英語、満州語、ドイツ語などが学ばれてゆくのだが、とくに英語学習の始まりについていえば、それは国防上
の必要から起ったといっても過言ではない。
ち
ん
腱
ゆ
う
文化五年（’八○八）八月、英艦フェートン号が長崎に闘入し、乱暴ろう籍をした事件をおもくみた幕府は、翌文化一ハ年（’八○九）
二
長
崎
通
詞
の
て
な
ら
い
182（５） 
（５） 
六名の蘭通詞らは、英語にとどまらず、日本の北辺をうかがうロシアを顧慮してロシア語の学習をも命じられた。その氏名をしるす
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
を
に
な
っ
た
。 （４） 
’一月一一十五日、町年寄高島四郎兵衛を語学修些
ホ
フ
に
つ
い
て
英
語
を
け
い
こ
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さらに約二ヵ月後の八月七日、つぎの六名が加わった。
（６） 
その他、約四ヶ月ほどたって、同年一ハ月五日、つぎの一一名があらたにメンバーに加わった。
これは本邦においてはじめて英語を公式にまなんだ嗜矢となる出来ごとであると同時に、ブロンホフは日本で最初の英語教師の栄誉
小
通
詞
並
…
…
岩
瀬
弥
十
郎
同
末
席
…
…
…
吉
雄
六
次
郎
稽古通詞為八郎のせがれ……馬場佐十郎（？～一八二二、のち江戸に出て天文方で翻訳にしたがう）
同
格
…
…
…
…
…
馬
場
為
八
郎
小通詞並。…・…・西吉右衛門
同
末
席
…
…
…
…
吉
雄
忠
次
郎
大通詞見習……本木庄左衛門（’七六七～’八二二、享年五十六歳）
小通詞…………末永甚左衛門（一七七二～一八三五、享年六十四歳）
同格……………馬場為八郎（一七六九～一八三八、享年七十歳）
小通詞並。…・…・西吉右衛門（一七七八？～一八一○、享年三十一歳）
町年寄高島四郎兵衛を語学修業の監督に任じ、長崎蘭通詞六名をえらび、オランダ商館の荷倉役ヤン・コック・プロン
（のち権之助、一七八五～一八三一、享年四十七歳）
(6)１８１ 
辞書のかたる幕末の英学を
は
じ
め
て
い
た
よ
う
だ
。
教場は出島の通詞部屋であり、そこにプロンホフが出むいたものであろう。英語を学びはじめるにあたって本木庄左衛門は、五十年
よ
し
な
が
ほどまえに父本木仁太夫良永（一七三五～九四）が残した、蘭英対訳の〈云話書を筆写した稿本が家に何冊かあったので、まずそれをプ
ロンホフにみせて質問したり、師が所持する洋書（書名不詳）をあわせ用いて英語の研究をはじめた（「請厄利亜国語和解」の凡例）・
ア
ン
ゲ
リ
ヤ
英室胆の手習いには、ＡＢＣからはじめるのがふつうだが、本木によると、平仮名四十八字、イロハとおなじ、かの国のＡＢＣの文字
フロンホフ阿商熊長の次席の地位にあり、ときに三十一歳であった。
かれが長崎にはじめてやって来たのは一八○九年（文化六年）八月のことで、当時の商館長はヘンドリック・ドウーフであった。ち
なみにプロンホフは来日して間もなく遊女糸萩を出島に呼び入れ、関係をもった。
ところでこれらの蘭通詞は、いつ、どこで、どのような文献を用い、どのように英語を学んで行ったのであろうか・かれらはあくま
でオランダ語の研鑓を中心に、おいおい英語のけいこに従ったのであるが、翌文化七年（一八一○）の春一一一月上旬には、すでにけいこ
（７） 
コック・ブロンホフ（一七七九～一八五一二）
プロンホフは商館長の次席の地位にあり、
後者の八名全員も英語と同時にロシア語のけいこを命じられたのである・
これら十四名の蘭通詞たちに英語の手ほどきをしたのは、既述のごとく、その当時オランダ商館の荷倉役（倉庫番）であったヤン。
０
６
 
同……………茂土岐次郎
同……………本木圧八郎
稽古通詞……志筑龍助
小通詞並……中山得十郎（のち作三郎）
同
格
…
…
石
橋
助
十
郎
同末席………名村茂三郎
（のち徳見昌八郎、’八○○～一八四一、享年四十一歳）
である。
180（７） 
呼法を習い、ついで類語言辞（類義語）にいたったという。
ブロンホフが主宰する英語教室にまなぶ通詞たちの年齢は、最年長の本木庄左衛門（四十四歳）を筆頭に、一一十代、三十代のものも
だ
い
いたが、最年少は本木圧八郎（＋｜歳）であった。大のおと》」が、子供にまじって英語の勉強をはじめたという｝」とである。
通詞部屋におけるブロンホフの教授法や用いた教材については、つまびらかにしない。ともあれ暗夜にともしびを求め、独行するよ
うにはじまった英語学習は、多年研讃につとめたオランダ語とは異なり、なかなかむずかしく、要領をえなかったようだ。
しかし、学習がはじまって約十ヵ月後の文化七年（一八一○）十一一月、吉雄権之助が「請厄利亜語国語和解」の第一冊を、翌文化八
（８） 
年（一八一一）の閏一一月には猪股伝次右衛門と岩瀬弥十郎らが、一一冊、一一一冊目を追稿し、奉行所に差しだした。
正木らは英語のけいこをはじめるにあたって、プロンホフより英蘭・蘭英辞書の貸与をうけているが、その辞書はウィリァム。シュ
ウェ（雌（一六五○～一七一一六）が編纂したシｏｏＢｂ－のロ○画・ｐｐｑ向ロ、］】のず目ＣＤ日◎ず（］「９．］『←Ｐ］『＄版のいずれか）ではなかつ
この辞書は、近藤正斎の好豐坐（ｕ） 
録にもその名がみられるという。
（Ⅷ） 
たかという。
わたしはかねてよりシュウェルが編んだ辞書に興味をもっていたが、さいわい早大中央図書館で見ることができた。
よ
う
あ
ん
し
ゆ
た
く
早大本（貴重書）は、江戸後期の蘭学者・宇田川椿奄（一七九八～一八四六）の手沢本である。英蘭の一巻のみが収蔵されている。
辞書の大きさは、、×妬、、厚さ七ｍである。保存状態はあまりよくなく、表紙のところどころに虫喰いが見られる（写真参照）。
虹
い
だ
い
し
ょ
う
ぜ
ん
文化八年（一八一一）九月、本木庄左衛門は「譜厄利亜国語和解」（稿本、十巻、内題は「諸厄利亜興学小筌」）を奉行所に差Ｉしだ（皿）
し、その功により銀十枚たまわった。これは英語の単語と会話にカタカナで発音をしるし、日本語をつけたもので、本邦初の英学書で
あった。
三「諸厄利亜国語和解」と「諸厄利亜語林大成」
近藤正斎の好書故事巻七十九に「諸厄利亜国釈書原名和蘭国ウヰルレムセゥヰル撰辨轡とあり、また蕃書調所蔵書目
(8)１７９ 
学痙この稿本
鰊一一一冊とも
る林関東大震災
》同書の「
辞
同書の「凡例」において、〒
とをつぎのように語っている。
と
じ
て
あ
る
内容は、
この稿本は長崎市役所にながく保存されていたが、いまは長崎市立博物館に貴重書として架蔵されている。十巻すべてが合本三冊に
巻
之
七
…
…
学
語
集
成
第
七
～
第
十
五
巻之八……学語集成第十六～第一一十三
巻
之
九
…
…
学
語
集
成
第
二
十
四
～
第
三
十
－
た
い
ぴ
巻之十……学語集成第一一一十一一～第一一一十六、大尾（おわりの意）
巻
之
五
…
…
平
用
成
語
第
二
郡
く
ご
し
ゆ
う
け
い
巻之一ハ……学語集成第一～第六
巻之二……類語大凡（官位、
巻之三……類語大凡（器材へ
巻
之
四
…
…
平
用
成
語
第
一
こ
似
う
お
お
よ
そ
げ
ん
こ
ん
巻之一・：…凡例・文字呼法。類語大凡（乾坤（天地）、時候、数量之部）
Ｉ
』
た
い
巻之一一・…・・類語大凡（官位、人倫、人事、支体（手足と体）、気形之部）
巻之三……類語大凡（器材へ服食、生植、言辞之部）
（旧）
震災のさいに焼失した。
の大きさは獅叩×噸四厚さ鎚血である。うすこげ茶色の表紙は、すこしつかれが見られるものの、中味の状態はよい。
美濃紙に毛筆で書いたものである。この長崎本のほかに帝大本（同名の写本三巻）があったが、大正十二年（’九二一一一）の
つぎの通りである。
（写真参照）。
正木は国家的使命を体して、鋭意英語の研究につとめたこと、本書をもって初学者の手引書を意図したこ
178（９） 
聖恩の万分の一にも報じたいとおもった。
本書を記述し、幼少のものにさずけ、鋤
て、英学入門の要項をしめし、将来かれ戸
いま英学のいとぐちをひらき、記述すう
つぎに本書の内容にすこし分け入ると、
ナでエ、ピ、シと発音がそえられている。
「類語大凡」とは、語いの
引くと、つぎのようになる。
「平用成語」と
か引いてみよう。
いまその要旨をやさしく現代語風に改めると、つぎのようになる。
い
み
な
せ
ん
が
く
７
 
７
 
この学を首唱するわたくし》」と正栄（本木の韓）は、むろん浅学非才の身であり、学業をなしとげることはできないが、国家の平安、皿く １
 
０
 
、
、
、
つづりはすべて筆記体であり、その上に朱書で発音が縦についている。
発音も訳語も、こんにちから見ると訂正の要がみとめられるが、おおむねよしとせねばなるまい。
（応）
「平用成語」とは、句や文例のことで、その数は五七一一である。「巻之五……平用成語第一一」から、おもしろそうなものをいくつ
エ
ム
ペ
ロ
ル
固再目］□の『ｏ『・
ソ
Ｉ
へ
レ
ン
の○ぐの『の】、ロ・
▲
，
ン
【一己、．王
（Ｍ） 
とは、語いのことで、その数は約一一一一一三九語である。巻之一一……類語大凡（官位、人倫、人事部）から、いくつか例を
：
力
γ
そ
千
ル
ク
天王ョ］・ロ日９．
２
カ
ド
エ
ム
プ
レ
ス
至尊因目〕Ｒの、筋・
ク
ウ
イ
ー
ン
ロロの①ご・王后
幼少のものにさずけ、熟読・暗調させ、さらに口授教育すれば、大業は成ったもおなじである。ここに順序にしたがっ
項をしめし、将来かれらを教育するための便法とした。
記述するのが本書である。
：
力
ｒ
天
王皇后 巻之一の「文字呼法」とは、アルファベット二十六文字のことで、各語のかたわらにカタヵ
辞瞥のかたる幕末の英学
（肥）
「学語集成」とは、対話のことで、その数は一四一一一一との》」とである。「巻之十……第一一一十六」のさいどの文をつぎに引いてみよう。
イ
ス
ユ
ー
ル
シ
ス
ト
ル
マ
ル
リ
ー
ト
】の］○口『の』の芹の『Ｈｐｐ『ゴのロロ
４
４
 汝の姉妹ハ嫁したヲ（》や
ツ
ル
ア
イ
チ
ヤ
ン
キ
１
－
エ
ン
エ
テ
ル
ナ
ル
フ
リ
ン
ト
ツ
ッ
プ
エ
ン
ト
ウ
イ
ス
１
－
Ｔ
ル
ウ
エ
イ
ス
ト
ッ
ュ
プ
プ
レ
０
ホ
ル
チ
エ
ン
ハ
レ
ウ
ー
ル
の】『ご】曰ゴ凹口丙］ｏｐｐｐ国の『『】ロ一命ユのロ。⑪三℃四口。ごこぃロ］。■口］ごくロヰの８ｍ一日ｂ］『句○円ロロの．（四『のぎの］一・
ウ
エ
ン
ワ
ス
ス
シ
ー
マ
ル
リ
ー
ト
ニン「ずのロニエ『四ｍｍロの■】国司『】の。ｐ
彼
ハ
何
頃
嫁
し
た
る
や
ノ
イ
レ
デ
ィ
イ
ス
ゴ
ソ
ト
ロ
ン
ド
ン
【『｝》Ｆ四口］】の、○コの一○ＰｏｐＱｏｐ。
彼
女
に
は
幾
個
あ
る
や
ウ
エ
ア
ウ
イ
ル
１
－
ゴ
ー
イ
ン
ト
ー
デ
ミゴのロゴ一一］］・口、。旨｛・旨の
弓○ニヨ】己四口割。彦芭。『のロ」
４
４
 
彼
の
子
幾
個
あ
る
や
ホ
ウ
メ
ニ
ハ
ス
ス
シ
ー
ヨ○三三円ロ山口》ず■芹ロの面の勺
ホ
ウ
ワ
ー
ル
ト
イ
ス
Ｉ
ス
テ
イ
リ
ス
ロ。ごくＣ一旦〕、ロ］一ｍ庁ユ、、
４
４
 
０
４
 
貴
婦
人
ハ
齢
幾
許
な
る
や
ホ
ウ
ゾ
ニ
チ
エ
ル
デ
レ
ン
ハ
ス
ヒ
ゴ◎ミヨ四口鄙ｏ亘］。『のロロロ昏己の□
我
汝
に
生
前
の
交
誼
恩
沢
を
謝
し
常
に
我の婦は嚇鯲畷爽鋼亜に住たり
汝
は
何
頃
旅
行
す
る
や
ク
ン
デ
イ
リ
ー
Ｃｏｐｐ芹円］□
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収
録
さ
れ
た
語
い
は
約
七
千
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
巻
一
の
首
に
英
文
法
略
説
を
つ
け
、
た
と
え
ば
同
書
の
巻
之
一
の
第
一
ペ
ー
ジ
』
同年同月、長崎奉行所はさらに英和辞典の編さんを蘭通詞たちに命じ、本木庄左衛門が主任格となり、楢林・吉雄・馬場・末永らの
協力のもとに、ブロンホフの指導をあおぎながら、蘭英。英蘭対訳辞書および蘭仏・仏蘭対訳辞書などを用いて、英和辞典の編集に着
（Ⅳ） 
手した。文化十一年（’八一四）一ハ月これを完成させると、「諸厄利亜語林大成」（十五巻、四冊合綴）と題して、奉行所に献上した。
こ
の
よ
う
に
左
は
し
に
英
単
語
を
か
か
げ
、
そ
の
わ
き
に
蘭
語
を
そ
え
、
さ
ら
に
訳
語
を
あ
た
え
て
い
る
。
、
英
単
語
は
す
べ
て
朱
を
用
い
、
カ
タ
カ
ナ
で
発
音
を
示
し
、
蘭
語
も
朱
で
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
「請厄利亜語林大成」は何種類か類本（写本）があるが、長崎市立博物館の蔵本は四冊からなり、巻之一から巻之四（Ａ～Ｅ）まで
が第一冊目、巻之五から巻之八（Ｆ～Ｏ）までが第二冊目、巻之九から巻之十二（Ｐ～ｓ）までが第一一一冊目、巻之十三から巻之十五
ト
エ
パ
ン
ド
ン
目○口す■】〕。。■
卜
エ
ヘ
ー
ス
目○口す、臣、の
卜
エ
ヘ
ー
ト
目○四ワロ【①
エ
プ
鮒
ツ
ト
ンヮケ。｛
君
の
幸
福
加
倍
し
て
健
在
せ
ん
真
を
祝
す
る
事
な
利
ロエ
ミ
サ
ゲ
ル
ぐの『ロの①。①『のロ
賎
見
ぐの『ヨョロの『の。》山津。『｛のご減へル
シロ【
官
名
ス
テ
ル
ぐの『一四口（の口
廃
ス
ル
放
捨
ロのロ。
（旧）
をつけ、英単語のわきにカタカナで発音をしるし、簡単な訳をそえた４℃のである（写真参照）。
エ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
Ａ
之
部
」
を
見
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
冠
詞
発
語
詞
ヲ
一
ヒ
ト
ッ
サ
ガ
ル
又腫コンウル
ミ
ス
テ
ル
(12）１７５ 
辞書のかたる幕末の英学
Ｈ・ピカードの新ポケット英蘭辞典も葵文庫に収まっている（写真参照）。
こげ茶色の表紙の小型辞典で、大きさは焔ｍｘｍｍ、厚さは三ｍある。総ページは四八一一一。背表紙のいたみはひどいが、国○シ内口
向三○回旧の○国‐四ＣＦＦ向ｚ四○門旧向ｚの固いの○四三○○”ロロヱロ○両【……といった金文字をかろうじて読むことができる。
刊行されたものとの二種類がある。皮装頓の美本一
ついており、この点が葵文庫のものと異っている。
この辞書は、「ホルトロップ名人著す所の英語辞典を訳し以て此一巻を棒ぐ」（序）から考えて、種本はジョン・ホルトロップの『英
蘭・蘭英辞典』］・日四・一（『・□卯ロゴ、］〕の可目。□貝・ロ曰。ご・目『］》ｚの。①ａＢ（の・すのコロコ、の一②ｏ可愛「。。ａの：。烏・幻のぐ・》の目８『『．ご
（Ⅲ） 
シ・の（のぐのどの・口・ロ・耳円のｏ三目ロショの（のａ四日］、腿，隈・腿×】心。国〕（二巻本）と指すものとみられている。
しかし、『長崎と海外文化』（大正炬・４、長崎市役所）によると、「この英和対訳字書は四・国Ｂａの著述に係るシヱの急や。。【の【
□】。（】・ロ回旦・命弓の団口胸］】：四目□巳ｏずい目ｍＰｐｍののによりたるものと考へたい」（古賀十一一郎）とある。
ホ
ル
ト
ロ
ッ
プ
の
英
蘭
・
蘭
英
辞
典
（
写
真
参
照
）
は
、
よ
く
売
れ
、
何
度
も
版
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
り
、
わ
た
し
は
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
、
早
大
中
央
図書館、声杢泉外国語大学附属図書館等の蔵本でみることができた。
静岡県立中央図書館（葵文庫）の辞書は、一八二三年から翌二四年にかけて刊行されたものと、一七八九年から一八○一年にかけて
そ
う
て
い
、
、
、
、
刊行されたものとの一一種類がある。皮装頓の美本である。早大本は、’八一一一一一年刊行のもので、英蘭辞典の巻の英単語には発音記冒か
やがて文政、天保、弘化、嘉永と年号がかわってゆくのだが、この間の約三十四、五年というもの英学書は現れていない。が、嘉永
四年（一八五一）八月、「エゲレス語辞書和解」（Ａの部四冊、Ｂの部の途中まで三冊、未完）のＡの部の一部分が脱稿し、その後安政
（印）
－工年（’八五四）にＢの一部分ができたところで中止となった。
この英和対訳辞書は、嘉永三年（一八五○）の秋、長崎の通詞（西吉兵衛、森山栄之助、楢林栄七郎、名村五八郎）らが、幕命によっ
て編さんに着手したものらしいが、未完におわった。
（
Ｔ
～
Ｚ
）
ま
で
が
第
四
冊
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（四）
収録されている語いは、六千百余ｍソである。
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われる。
表
紙
の
裏
に
付
い
て
い
る
シ
ー
ル
か
ら
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
Ｗ
・
ウ
ェ
ン
ク
書
店
か
ら
購
求
さ
れ
、
神
奈
川
（
横
浜
）
か
長
崎
に
舶
載
さ
れ
た
も
の
と
お
も
見開きには、
同Ｚの伊田餌レヱロロロ目○四旧レヱのロレの向口
富
。
□
固
い
伊
固
□
シ
ヱ
ロ
○
○
宛
幻
固
○
日
ロ
ロ
司
幻
○
冨
日
困
固
国シ伊弓出○冨冨向い
勺幻閂ｚ日向ロ山国缶ｚ□同。”］○出Ｚ三○］冨少ｚ陣の○三・
のロ○ｏｚロロロ閂目胄○ｚ・国邑 レ
ヱロニヨ勺○○【固『□閂ＯＢ閂○三シ幻昌
シ
ヱ
ロ
○
○
宛
幻
固
○
日
ロ
ロ
司
幻
〔
□
固
の
曰
シ
ご
目
國
○
列
閂
自
閂
因
の
シ・国富シシ目］向の
○
句
曰
困
向
四・国○シ幻□
祠
」
幻
日
門
胃
○
ｚ
・
”
向
く
扇
ロ
ロ
レ
ヱ
ロ
レ
ロ
の
三
局
ｚ
日
向
ロ
国目
(14）１７３ 
辞書のかたる幕末の英学
かがＧ０つ、本且１ｆＰ莪日１
この辞典（横本、洋綴一冊）の編さん主任は、堀》
洋書調所の印刷機をもちいて刷ったのが本書である。
（蝿）
し
ゅ
う
ら
ん
その後約十年をへて文久一一年（’八六一一）十一一月、わが国において刊行された最初の英和辞典といえる『英和対訳袖珍辞書』（｜冊、
活字本、俗に”枕辞書〃とよばれた）が開成所から、二百部刊行された。これは安政六年（’八五九）に堀達之助らが幕命をうけて着
（現）
手し、文久一工年（’八六一）夏に脱稿し、翌年出版されたものである。残存しているものはわずかである。語いは一万七千から一一万ほ
ど
で
あ
る
ら
し
い
。
とある。
（班）
初版は一八四二一年（天保十四年）に刊行されたという。
幕末になると、村上英俊の『三語便罷
ナ
の
発
音
と
訳
を
つ
け
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
幕末に洋書が数多く舶載されるようになると、居留地の本屋を大いにうるおしたわけであるが、いまとちがってその値段はじっに高
種本は国・国Ｂａ四シロの弓己○○斤の｛曰。（】・ｇｑｏｍ岳の因ロ、］】⑩ロ目ロロ日◎ず一目ｍｇｍの印・幻のぐ】②の。：Ｑ目困目〕目（の。ごシ・口ご【■且①の．
｜Ｑのロ・国四一（‐国・目目の］・］、巴・』＄ロ・嵐×］図。曰とみられ、訳語をつけるさいに『和蘭字彙』などを参考にしたようである。
本邦初の実用に耐えうるこの英和辞典は、英学生によって珍重され、はじめ二両（いまの一七、八万円ほど）で求めることができた
こ
う
と
う
（妬）
、のちに高騰し十両から一一十両にもなった。ソパが一杯一六文、うなぎの蒲焼が一一百文であった当時の物価から考えると、いかに高
四
本
邦
初
の
英
和
辞
典
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
っ
た
か
が
わ
か
る
。
『三語便覧』『五方通語』『五国語菱』（木版）などが刊行されるが、いずれも英単語をならべて、カタカ
－ 
３１ 
－コ
堀達之助であった。かれは西周助、千村五郎、竹原舅四郎、箕作貞一郎らの協力をえ、
172（15） 
価であった。
か
お
る
ちなみに文久一一一年（’八六一一）伊藤博文が、井上馨らとひそかに日本を脱出し、イギリス留学の途にあがるとき携帯し、船中の労役
（妬）
のムロい間にひらいて勉強したのはこの「英和対訳袖珍辞書』であった。
（”） 
堀達之助が生前大切にしていたＨ・ピカードの新ポヶットー英蘭辞典は、米数俵と交換して手に入れたものであるという。ちなみに、
つ
ぎ
に
当
時
の
語
学
書
の
値
段
を
か
か
げ
て
み
よ
う
。
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
」
の
お
も
な
る
底
つ
き
比
べ
て
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
薩
摩
辞
瞥
（
明
治
四
年
［
一
八
七
一
〕
…
…
二
十
一
両
ウヲルセストル著述デイクショネーレ一部（］◎の①日向・言ｏＨ８の（の円著□一・【】。：ｑ・帛昏の両目、一一のぎ］目ｍｐｍ、の・国・の８口．」②ｇのことか。元治元年
（一八六四）、長崎会所購入）……代銀銭十二枚（十二ドル）
英和対訳袖珍辞書（元治元年［一八六四］、長崎会所購入）……二両二朱（のち十両～一一十両に急騰）
和
英
語
林
集
成
（
へ
ボ
ン
編
訳
、
慶
応
三
年
［
一
八
六
七
］
刊
）
…
…
二
十
一
両
ウェプストル氏大字典（ｚ・昌言のす、芹の円編著シロ目・目ｑ・命昏の同月一一のゴー目、目的ののことか）……’’十一一一両一一分
（蛆）
同
中
辞
典
…
…
二
両
三
分
和
蘭
語
エ
ゲ
レ
ス
語
対
訳
辞
書
漢語英字典○冨口①の①：。］
百
五
十
枚
二
五
○
ド
ル
） 畝辞
書
（
弘
化
四
年
［
一
八
四
七
］
、
長
崎
会
所
購
入
）
…
…
代
六
百
目
：。ロゴ頃］】呂口ｏ陣。ｐい『］（宣教師Ｗ・Ｈｏメドハーストが編んだものか。元治元年（一八六四）、長崎会所購入）……洋銀
のおもなる底本は、諸家の言を引くまでもなく、ピヵードの辞書であったことはたしかであり、両書の語いを
(16）１７１ 
辞書のかたる幕末の英学
文政から慶応にいたる約三十年間に、
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
幕
末
の
英
学
書
シ・ロロロ『〆の①Ｐの①。囚の○日ロ○す
四一三の①澪・凶。。ぐの①］面二どのの穴典ｍｏｐ］巨。面
口どのロロロ国○○『の巴。のＨ己四コ・
缶・国．（ぐ円丙・ぐ。。Ｈシ『【ご日国口○○ロー］ロロ‐
『のロの）【ロｐｓＱｐｇヨロの］の耳の‐『の貝曰・
レウ四Ｃ〆四ロぐ．（臼巨、．、。ご【の『・
シワロ日。『・の・ぐの①ｓの浄日・
シヮ四○口、．ｍ・忌屍の口薗【の一・〔・」の穴⑩日宍
ぐ四口．｛【四℃芹の①］の①□円い昌一》ロ・
シワ囚戸口Ｑぐ，口ロゴ前門
シウ巴の山口。ｐの・ウ昌困ごい帛・
ピカードの「新ポケット英蘭辞典』
洋書調所の『英和対訳袖珍辞典』
「忽兒朗士語請厄利亜語集成」（蘭英日の対訳会話の本、文政年間刊行？未見）
英学に関心が払われ、にわかにその学習が盛んになると、わが国でも英学書があいついで刊行
シ百口目口耳
不定冠辞ニシテ単称名詞ノ前一一在テーッ又ハ或ル意ヲ示ス
、。『口巨、ゴロ勇司の尻
一週ノ間
の。『ゴロ○ずロゴの四・
一人ダヶ
ン・口（四ワワ『のぐ・命。『しＨ庁盲目・国９８］口巨吋の巨の）
学校一一テ最初ノ官職ヲ得ダル人
レウｇ〆四口ぐ
後一一、後二返リテ
シケｍＲｏ夙の
食
用
ニ
ナ
ル
獣
ヲ
盗
ム
人
シワｍｏ巨少⑩
算
盤
、
柱
ノ
上
部
ヲ
蔽
フ
物
シワ日戸口・ぐ
シワ臼の囚。○ｐの
後一一
礼
ヲ
ス
ル
ベ
キ
頭
又
腰
ヲ
屈
ス
ル
コ
ト
170（17） 
『英文鑑」（麟一鹸艘附録（上下）、天保十一年［一八四・］～同十二年刊）
『一一一語便覧」一一一巻、村上英俊撰、嘉永七年Ⅱ安政元年［一八五四］連理堂蔵）
の①曰の①ロ８日のＦの①門三一］の．ぐ。。『・の、のロ①旦曰の。①両ロ由の］の○ヶの国＆すの、ヨロのご｛の一の①『の。……。。。『四・Ｐ・の９巳ｑ……ｐｐｍのＱ日昏一の三ｍｍ四８ご
ごご日食の］四四『『目シロの①）］恩『．（安政四年［一八五七］長崎西役所刊）
「五方通語」（三巻、茂亭村上義茂著、安政三年［一八五六］達理堂蔵）
『
英
吉
利
文
典
』
Ｃ
冊
、
安
政
四
年
二
八
五
七
］
加
賀
大
野
藩
洋
学
館
刊
）
『
英
吉
利
文
典
』
（
上
巻
一
冊
、
安
政
四
年
三
八
五
七
］
美
作
の
宇
田
川
塾
刊
）
「
英
語
菱
』
（
前
編
三
冊
、
井
上
修
理
正
、
村
上
英
俊
閲
、
安
政
四
年
三
八
五
七
］
禦
准
）
『
伊
吉
利
文
典
全
」
（
一
冊
、
手
塚
律
蔵
、
西
周
助
閲
、
津
田
三
五
郎
、
牧
助
右
衛
門
校
正
、
刊
行
年
は
安
政
年
間
？
又
新
堂
刊
）
し
よ
う
け
い
『
英
米
対
話
捷
経
』
（
一
冊
、
中
浜
万
次
郎
訳
、
安
政
六
年
［
一
八
五
九
］
知
彼
堂
蔵
版
）
『輌鐘対話集」（初編一冊、安政六年二八五九］長崎塩田幸八刊）
マ
マ
＊「習漢英合話』（一冊、安政六年［一八五九］刊）［香川大］
『
商
貼
外
和
通
韻
便
覧
」
二
冊
、
安
政
七
年
二
八
六
○
］
東
都
宝
善
堂
梓
）
「
商
用
通
語
』
（
一
冊
、
小
島
雄
斎
訳
、
安
政
七
年
三
八
六
○
］
刊
）
「
五
国
語
菱
」
（
乾
坤
二
冊
、
松
園
大
人
（
梅
彦
）
編
輯
、
万
廷
元
年
二
八
六
○
］
江
戸
臼
杵
太
郎
氏
蔵
）
『
華
英
通
語
』
（
増
訂
二
冊
、
福
沢
諭
吉
訓
点
、
万
延
元
年
二
八
六
○
］
快
堂
蔵
版
）
『
漢
英
通
用
雑
話
』
（
上
巻
、
一
冊
、
ロ
パ
ー
ト
・
ト
ム
箸
、
万
延
元
年
二
八
六
○
］
刊
）
「英語菱』（二冊、石橋政方著、中山武和正校、万延元年［一八六○］自琢斎蔵版）
『えんぎりしことば』（一冊、清水卯三郎箸、万延元年［一八六○］刊）
「ファミリァル・メソード」（一冊、文久元年［一八六一］開成所刊行）
「
英
吉
利
文
範
』
（
二
編
、
文
久
元
年
［
一
八
六
一
］
江
戸
老
皀
館
蔵
梓
）
(18）１６９ 
辞瞥のかたる幕末の英学
「英吉利幼学』（初編一冊、慶応二年二八六六］自琢斎蔵版）
『英和対訳袖珍辞書」縊錘一冊、慶応二年［一八六六］
『英吉利文典」（一冊、慶応二年［一八六六］開成所刊）
昂ル子勢地学初歩』（一冊、慶応二年［一八六六］渡辺氏蔵版）
嫡智環啓蒙全』（一冊、慶応二年［’八六六］江戸開物社刊）
『英語訓蒙初編』三目。『ＢＥｏｇ－・ロロ」８巨厨の・命・局巨の①。扁岳ののｇｏ・］【巴切巴凰。（｜冊、慶応二年［一八六六］開成所刊）
「英吉利文典字類」（一冊、足立梅景編述、慶応二年［一八六六］伊日邸舎蔵梓）
『英語階梯」（一冊、慶応二年二八六六］開成所刊）
『英語訓蒙」（初編、慶応二年二八六六］開成所刊）
「英吉利文範』（初編一冊、慶応元年［一八六五］江戸老皀館蔵梓）
『英吉利単語篇」（一冊、慶応二年［一八六六］開成所刊）
『英吉利文典』（一冊、元治元年［一八六四］開成所再』
「英吉利文典」（｜冊、慶応元年二八六五］開成所刊）
『英米通語」（一冊、元治元年［一八六四］横浜師岡屋伊兵術蔵版）
『英吉利文典』（一冊、元治元年［一八六四］開成所再板）
『醗寵英米通語」（一冊、元治元年［一八六四］刊）
『商用会話」（一冊、文久元年［一八六一］刊）、横浜ウエンリート）
『英和対訳袖珍辞書』（｜冊、堀達之助編さん、文久二年［’八六一一〕開成所刊）
「和英商話」（一冊、ウェンリート箸、文久二年［一八六一一］日新堂梓）
『英語菱」（後編四冊、室岡東洋、上原嶋一郎校、村上英俊閲、文久三年［一八六一一一］刊）
『コロキュァル。ジャパニーズ」（一一冊、プラオン箸、文久三年［一八六一一一］の上海版を江戸望洋書屋が翻刻したもの）
『英吉利文典」（一冊、一八五○年にロンドンで刊行された英文書の復刻、文久二年［一八六一一］？開成所刊）
慶応二年二八六六］開成所刊）
168（19） 
『
洋
学
指
針
英
学
部
』
（
一
冊
、
柳
河
春
三
著
、
慶
応
三
年
三
八
六
七
］
鶴
鵜
楼
蔵
板
）
＊『英訳文典』二冊、慶応三年三八六七］池田氏蔵板）［早大］
『英語階梯』二冊、慶応三年［一八六七］？徴閲館借用官籍）
鍋繩英学階梯』（一冊、慶応三年二八六七］寛胃堂蔵板）
『
捷
径
英
学
セ
ツ
以
呂
波
』
二
冊
、
阿
部
友
之
進
著
、
慶
応
三
年
［
’
八
六
七
］
巴
斎
園
蔵
梓
）
＊『英語綴字法』二冊、慶応三年［一八六七］刊）［香川大］
『
理
学
初
歩
』
（
一
冊
、
慶
応
二
年
二
八
六
六
］
知
新
館
「鋤鑪英学階梯』ご冊、慶応三年［一八六七］刊）
『横文字早学』（一冊、慶応二年［’八六六］横浜錦港堂蔵版）
「コル子ル英文地理初歩』（一冊、慶応二年［一八六六］刊）
『
理
学
初
歩
』
（
一
冊
、
慶
応
二
年
二
八
六
六
］
知
新
館
蔵
版
）
『英和対訳袖珍辞書錨糎（慶応三年［六六七］蔵田屋清右衛門版）
『挿訳英吉利文典』（一一一冊、阿部友之進著、慶応三年［一八六七］将翁書軒蔵板）
『和英語林集成』（一冊、へボン著、慶応三年［一八六七］日本横浜梓行）
『智環啓蒙塾課初歩』（一冊、柳河春三訓点、“唾一一》｛｜処桜｝趣鈩鰄融甑綱”）
「
対
訳
名
物
図
編
』
（
一
冊
、
買
山
迂
夫
編
、
慶
応
三
年
二
八
一
「
英
吉
利
文
典
』
（
一
冊
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
］
開
成
所
刊
）
『
英
語
菱
階
梯
鳥
の
部
』
二
冊
、
阿
部
喜
任
箸
、
慶
応
三
年
□
八
六
七
］
将
翁
書
軒
蔵
版
）
「
対
訳
名
物
図
編
』
（
一
冊
、
買
山
迂
夫
編
、
慶
応
三
年
二
八
六
七
］
刊
）
『
捷
径
英
学
セ
ツ
以
呂
波
』
二
冊
、
阿
部
友
之
進
著
、
慶
応
三
年
『英吉利会話」（一冊、慶応三年二八六七］渡部氏刷行）
『
英
仏
単
語
篇
注
解
』
二
冊
、
慶
応
三
年
□
八
六
七
］
開
物
社
刊
）
『日英会話篇』（一冊、横浜イギリス領事館訳官ラウダー箸、慶応三年二八六七］横浜ジャパン・タイムズ刊）
『
和
英
初
学
便
覧
初
編
』
（
慶
応
四
年
二
八
六
八
］
以
友
堂
蔵
板
）
(20）１６７ 
辞書のかたる幕末の英学 語学書などにつぎのようなものがある。
このほか清国在住の宣教師などによって編まれ、ロンドン、パタビア、香港、広東、上海などで刊行された辞書、日本で翻刻された
田囲［文政六年］
＊『請厄利亜語韻示蒙』（一冊、写本）［早大］
＊『纐醸名頭字護』（一冊、宮田伊助蔵版、刊行年未詳）［香川大］
＊『習漢英合語」（一冊、唱阿色的阿尼且几衣的梓行、翻刻本か、刊行年未詳）［香川大］
＊『英吉利文語」二冊、写本）［早大］
＊
『
瑛
蘭
対
訳
会
話
篇
二
冊
、
東
都
書
売
、
刊
行
年
未
詳
）
［
香
川
十
『英文典』二冊、すべて英文、版元、刊行年未詳）［早大］
＊ご国。。【○因Ｆ固のの○ｚのシ三両ｏ‐□○日嗣ｌｌ西洋蒙求』一
『
英
文
熟
語
集
』
二
冊
、
小
幡
篤
次
郎
・
小
幡
甚
三
郎
纂
輯
、
慶
応
四
年
［
’
八
六
八
］
尚
古
堂
発
見
）
『
英
仏
単
語
便
覧
上
下
」
（
二
冊
、
桂
川
甫
策
撰
、
慶
応
四
年
［
一
八
六
八
］
理
外
無
物
楼
蔵
版
）
『和英通韻以呂波便覧』（一冊、尚友堂主入校、慶応四年三八六八］土佐海援隊板）
＊「］シ弔鈩三国闇○○三『因宛のシロｏｚＩ英蘭会話訳語』（一冊、ガラタマ先生口授、慶応四年［’八六八］渡部氏蔵梓）［香川大］
＊『暎蘭対訳単語編（一冊、東都書売、刊行年未詳）［香川大］
＊
『
瑛
蘭
対
訳
会
話
篇
二
冊
、
東
都
書
売
、
刊
行
年
未
詳
）
［
香
川
大
］
言・田・冨巴ゴ日、計シロ固口的一一の彦四目］：目の⑩の》四目］眉目の、のロ日向ロ、旨すぐｏｎ：ロ］凹旦・国山薗ぐ賃］のぎ［天保元年］
畳ａ出目田口の一日一・口ｏｍｍｏｏ目己四『目ぐのごｏ８ごロ］回『］・帛匪①○冨口の、ｐ○○吋８Ｐ：□］：目の②の旧自、目、の印・国呉ロぐ旨．」圏、［天保六年］
幻・『ｐｐｑ①『国］一ｍの①日のの目圃四日のＰのの。己］⑪》ぐＣＣＨＱの、のロのロ．＆①Ｑ①胃、の］の：の曰四四］すの、ご口の。（①一の①『のロ・田臼［安政四年］長崎において翻刻。
ツ
ー
ヂ
イ
エ
ン
詞・］て〔・ロ】印・ロＭ『字典』倭日ｇ】○日ｑ○ｍ夢の。亘口の②の一目、目碩の旨弓円の⑩ごロ『厨□、『一弓の陣『印”８口目□旨い：旨のの①四目同ロ、］厨可……伊。且○Ｐ
（版元、
刊行年未詳）［早大〕
166（21） 
江戸時代の末期になると、先にかかげたような英学関係の和書があいらいで刊行されたほか、英華字典が、長崎や横浜の輸入業者を
通
じ
て
わ
が
国
に
入
り
、
運
上
所
や
会
所
の
役
人
の
改
め
を
う
け
た
の
ち
市
中
に
出
ま
わ
っ
た
。
近世日本の英学の書誌的な研究でもっともすぐれ、また必読の文献に、大阪の古書蝉の店主・荒木伊兵衛が著した『日本英語苧臺異瞠
（創元社、昭和６．４）があり、そのほか豊田実の『日本英学史の研究』（岩波書店、昭和ｕ・２）などがある。
これら両氏の労作は、英学書のリストアップにおいて、ほとんど洩らすところがないが、未紹介のものがまだあり、これからも出て
くる可能性がある。
ル
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江戸・維新期に刊行された英学書のうち、目ぼしいものだけは、近年「初期日本英学集成」（雄松堂フィルム出版）のマイクロフィ
句四目］］胃冨の岳ＣＱ哺・『ｇｏ⑫の二蔓◎すの硯旨８］の四日岳の両ロ傾一厨弓伊目ｍｇｍｐ］②Ｓ［万延元年］に前掲書を改変し、翻刻出版したもの。
イ
ン
ユ
エ
ッ
ー
デ
ィ
エ
ン
＊］・ｇｏ冨冒の勗冨・シェ『英磨字典』シロ因口、］】：○四日。ｐの印の□・鼻①（＆島。ｐ四目埼○吋昌の巨⑩の。【夢。、のゴゴｏ８］の色目弓の⑪ｂＣ丙のロ一画ロー
胸目瞬のＣ命○四胃。ごロ日『ごｏの・国・口的【・ロ、』鴎①［安政六年］［早大］
ク
ン
ト
ウ
ン
シ
ュ
ズ
ア
ン
イ
エ
ッ
ュ
ー
ヂ
＊清国。唐通枢撰曰○口目日‐【■「英語集全』（全六巻）園。曾厨四℃目の．目・円日宮の○宮口の、の目。同ロ、］】のご旨の｛旨○（。Ｈ・○自芹・ロ．』②呂
ウ
ー
チ
ュ
ュ
ン
フ
ゥ
ー
＊”・旨８１⑪・目『五車韻府』シ臼。陣。：『】『・津ゴの○三コの②の］ｍｐｍロ四ｍの》ご昌円の①ご日厨．ご山風岳の鹸『、〆８：営冒、○三口の、の：ロロロ、房ロ胃‐
『目的の。ｐｎ８ａ言、８夢の【の『の．ｂ閏（言の⑩の８口Ｑ》○三口の、のロロロ向ロ、］］印ゴロロロロいの□四］ロロロワの毬、巴］］・……ぐ。］閂・ぐ。］ロ冨四ＢＰ】の］Ｐ］、（）（〕
ワ
ア
ン
イ
ア
ン
シ
ニ
ー
ウ
［一八六一一］望洋書屋梓）
［文政二年、慶応元年］［早大］
［文久二年］［早大］
ブ
ウ
ソ
ッ
ュ
エ
チ
ン
イ
ン
ホ
ア
ワ
ュ
チ
エ
＊
清
国
・
祷
雪
卿
「
英
話
注
解
幻のぐ・の．ｂ・国『○二己Ｐシ・冨坤ｏｏ－］＆巳囚］］：四口の⑪の。［８曰く囚切目・ロ巴の①日のｐｏｍの四目＆四］。、口の⑩甘向ロ、］］⑪写四目］：四口①、の（二冊、文久一一年
シ
■
１
リ
■
シ
ョ
エ
ン
全
』
（
同
治
四
年
［
一
八
六
五
］
守
拙
軒
蔵
板
）
［
早
大
］
(22）１６５ 
辞書のかたる幕末の英学
その多くはこんにち貴重本として扱われておるため、なかなか現物にふれえないが、江戸本の色っや、紙の手ざわり、印刻された文
字
な
ど
を
味
わ
お
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
迫
力
に
お
い
て
現
物
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
＊の付いている文献は、荒木と豊田両氏の労作にも見られぬもので、わたしがじっさい各所蔵機関でじっさい手にとって見、さらに
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
の
特
徴
と
内
容
を
ノ
ー
ト
に
メ
モ
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
り
、
じ
っ
に
読
み
づ
ら
い
。
第
一
ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
く
と
、
早
大
中
央
図
書
館
に
、
表
紙
が
黄
色
の
題
篭
全
は５，．ページ数は二六（十三葉）である。
表紙の左下に「池田良輔二八一七～一八九四）著作印」とある。紀州の洋学者・池田良輔の子孫からの寄贈本である。
第一部が序論、第二部がつづり字法またはスペリング、第三部が語源となっている。語学書ながら、活字がごちやごちやに組まれて
、
、
以
下
そ
れ
ら
の
稀
本
に
つ
い
て
、
す
こ
し
述
べ
て
み
た
い
。
問キユ
ニ
シ
ロ
ン
Ｃ・
ママ
英士ロ里私
イ
ン
グ
リ
レ
向ｚｏＰ胃の因
篇第一
、
▲
「
Ｉ
や
〒
ｕ
ｕ
な
加
干
勺
幽
の
『
・
閂
．
ｌ
教
第
レ
ツ
ス
ソ
フ
ヲ
ル
ス
いのの⑪。。閂。
何
で
ホ
ウ
ヲ
ト
ニ「ず、庁 フ
ヲ
ル
ス
ト
攻
ハ
フ
エ
ル
ス
ト
閂。
文
典
グ
ラ
ム
ア
ル
の幻少冨冨シ幻
鋸寛
だ
い
せ
ん
表紙が黄色の題篭（表紙にはうＣ紙）の付いていない和装本（英文法書）がある。本の大きさは郷叩×岨、、厚さ
凡
例
・
イ
ン
ト
ロ
ド
ヶ
シ
ロ
ン
閂口芹【ＣＱ口。〔－．コ
つぎのようにある。
言葉ハ
ラ
ヌ
グ
イ
ヂ
一ｍロ、ロロ、の。
言
葉
ハ
何
で
あ
る
か
一
一
一
一
一
一
164（23） 
緑色であり、
見開きに、
奥
付
に
「
慶
応
三
年
刊
活
板
百
部
絶
彫
」
と
あ
る
。
そ
の
坐
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
開
成
所
の
教
官
堀
達
之
助
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
じかい英文にいたる。
第
一
ペ
ー
ジ
を
ひ
ら
く
と
、
の両。『閂○三・円目弓の○○コ
は音節や母音の長短、一三
同書の奥付に「寵醗一一一年刊耶冬上桜
香川大学附属図書館に、『英語綴字
４ｍである。ページ数は二五である。
三…闇８言男殿目。ｚｌ英蘭会話訳語』といった題策の付いた本書（香川大附属図書館蔵）は、和装本である・表紙は
色であり、本の大きさは叩、×幽四厚さは６ｍである。ページ数は四一一である。
題篭は付いていないが、見開きに両三○口の出弓向い目Ｚの国○○【とある。同書は英語の入門書であり、ＡＢＣにはじまり、漸次み
一三ロ。丙ロ。。【の、庁（ずの。。○吋
少ロロのロ○巳。］の四『。Ｓ丙已（ｍｐＱｍの尋。
『すのロロ。【⑪□巨四、云
勺旨丙巨勺（ずのＣ円巨Ｈゴワ砂
一三ロ。丙ロ。。【の、斤芹可の ○・日目・ロ四］已号の｛とあり、シ団○の大文字と同小文字、ついでその筆記体、
二重母音の例が引ひいてあり、そのあとつぎのような短文がくる。
Ｊ
卯
冬
上
桜
池
田
氏
蔵
板
黒
印
」
と
あ
る
。
『英語綴字法』という和装本がある。表紙（仮のものか）は紺色であり、本の大きさはｍｍｘｍｍ、厚さは
そのわきに毛筆で「教場堀少助教蔵」と書いてあり、さらにその下に朱印が押
母音と子音がつづく。ｍｐｏｐｏｚ目
(24）１６３ 
辞脅のかたる幕末の英学
香川大附属図書館蔵の『瑛蘭対訳単語編』（題篭）は、和装の翻刻本である。表紙は紺色であり、本の大きさは鰯叩×噸型厚
さは聰叩である。ページ数は六六である。
とある。
本書は、日用の通語でもある会話の注解本であり、つぎのようなカタカナばかりの文章がつづく。
鱸会話篇訳語
五四 英蘭
会
話訳語
明
治
元
初
秋
渡
部
氏
蔵
梓
ガラタマ先生口授
○
第
一
章
ク
ダ
サ
イ
オ
ハ
ヤ
ウ
オ
ヤ
ス
ミ
ナ
サ
イ
》》》穿呵停行塊碑ノ）
（戸砂洵痂却ルトキノ）
162（25） 
とある。
見開きの左側に、
注「はじめて英語を学ぶ者のための、通常の教授法」
ルッセおよびファン・プラーム社刊。
国向の目ｚｚロョヨ向い向向内
出国日向三○向いの○四ヱレレ詞ロ向ご用
四回目出○いいシヱロの○四ヱンシ幻門
凹同の同三国同同【
「。。宛０回○国ｚ因ｚ・ロ閂固□因固ｚ○回
回向の弓ｚｚ同ｚ弓向い向同幻団三・
曰ニョロロロ向・ぐ向向いニ
ロ○○用
幻．ごシヱロ団詞勺目Ｆ・
閂三ｍ目冒曰ロ『同ロ幻弓向□。”□”向○困目
の固冨同国ｚＮシご局
日向ロ。”□詞固○四日・ロー
国いごのの固回ｚぐシ三国幻シシ三『・
］段園
ヱレレ詞ロ向ご国固幻○団三Ｃ同ヱヨシド病向Ｚ向三
一の○四ｚ少少宛、固西向向幻向ｚ一三国Ｐシヱロ向Ｚ
Ｐ因固用一二昌少
三・Ｏ自国□因固ｚの向いの○餌両目シシＰ
＊ ごロ両国向日両幻ロ向ロロョ○しぐ向，
ほどの意。改訂第二版。ドルトレヒトの教師ファン・デル・ピィル箸。一八二二年ドルトレヒトのプ
(26）１６１ 
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（写濁脾麺幹二）
禅噸哩そう『ｗ'来岬pい｢朕歸,mlm脂燭狐思窓｢TTT]邑皿厘睡鵬く融灘卍｣ＡＩ柳。)J冨螂三催睡函納濫
’ 
ｅ樋特ﾄﾞﾋﾉ碍蝿｡
マ
マ
す
雌
わ
ら
「一一一一口語とは種々の音韻の言い方なり。（中略）諸厄利亜のアルパベット噸呂は一一十六字なり則ａ～ｚなり」と記し、長母音・単母音の
例をひいている。
曰、『】の岳のｐＨ【ｏ烏巨のごｍ弓Ｃａ⑪ｂ８ｂの『］］……とつづく。
早
大
中
央
図
書
館
の
「
請
厄
利
亜
語
韻
示
蒙
ご
（
題
篭
）
ある。本の大きさは郷、×四四厚さは約８ｍである。
「英吉利文語」は写本である。これは早大中央図書館の蔵本である。蘭語で書かれた英文法書を筆で書き写したものである。表紙は
グレーがかった緑色で、本の大きさは蠅叩×咀皿厚さは凪、ある。
見開きの見出しに、少の日日日四『。【三の両ロ、］】の画］目、ｐｐｍの①のロのロ四四房目の庁ぐ目Ｑのの■ぬの一一⑪・すの国口］とあり、ついでの日日‐
いう。 る◎ 
のである。
本書（早大中央図書館蔵）は英文ずくめで、翻刻本とおもわれる。見開きに、
両ｚｏｐの四○両シ三二鈩宛・の同○．○三［弓国固勺鈩幻『の○句帯同向○四国・日出向ｚｏＱｚ勺鈩幻の旨のとある。奥付はついていない。
『シ団○○【○句Ｐ用の○二ｍし三国○‐ＤＣ目因西洋蒙求』（題篭）は、小型の洋装本（早大中央図書館蔵）である。表紙の色はピ
ンクである。本の大きさは叩ｍｘｎｍ、厚さは５ｍである。ページ数は三八である。これは逸話をあつめた、やさしい読本といったも
同書の「附言」によると、英語の初学者に音韻の学をおしえるために著されたアメリカのスペリング・ブックがもとになっていると
『英文典』（題篭）は、洋装本である。表紙の色は枯草色である。本の大きさは脳叩×噸皿厚さは４ｍである。ページ数は六六であ
第
一
長
き
音
の
例造リシ物
難
渋
恵
ミ
も写本である。四巻本だが、二巻目が欠本となっている。表紙の色は黄色で
(28）１５９ 
辞書のかたる幕末の英学
「習漢英合話』（題篭）は、香川大学附属図書館の蔵本である。木版刷の横長の本であり、表紙の色はこげ茶と紫色がまざったもので、
本の大きさは郷、×噸ｍである。厚さは９四ページ数は一七九。見開きに、
｜ページから十一一ページまで、一月から十一一月（］四目囚ｑ～□の８日ロの己、ついで四季、曜の名、時計の刻限（○コのす。臣『～プミの一ぐの
こ
と
ば
げ
ん
こ
ん
、
、
、
、
ゴ・ロ『まで）などが見られ、十一一ページから「伊吉利詞
乾坤の部」として、日本語の各単語にあてはまる英語をひらがなで表記
し
て
い
る
。
愚》名頭字識』は、香川大学昭
である。ページ数は四八である。
なお奥付に「本所亀沢町宮田伊助蔵版」とある。
耶
蘇
教
シ
ー
ハ
ン
イ
ン
ハ
イ
ユ
ー
習漢英〈口語
地天日さ
ん
の
ノ、へえ
ぶ
ん
あ
る
す
'、
一千八百五十四年
峰香川大学附属図書館の蔵本である。表紙は空色、仮の題篭がついている。本の大きさは脳叩×唖叩、厚さは８ｍ
尉口の
Ｒご口丙の・
我
星月
む
う
ん
す
た
あ
詩の韻ヲ唄ノ調子に於てハ長し
ヨの《の『
曰の（の．
【凹芹の口
測ル
ｍ
Ｂ
８
の
語
に
於
て
ハ
長
く
引
158（29） 
＄ハトか－b､守一ト01-＝-十町八〒－トャー齢一駒一八
凹匿&､壇巨四国[貞禅垣鴬仁
』ぬ［（つめ）
｣J褐･’ｗｅＣｉＨＵｅＹ－ＹＭＪ’
Aguidetoconversation 
inthe 
EnglishandChineselanguage 
fortheuseof 
AmerlcansandChineseinCaliforniaandelsewhere 
C 
byStaniseashernisz，Ｍ､，． 
Boston，publishedbyJohnP・Ｓｅｗｅｌｌ＆ＣＯ．
[……］ London,Trubner＆ＣＯ． 
1854 
AjW鯛ｅ黒叶や纈杣＜蟇ＩＪ碍岬。
州｡､二屡襲型’墾里榴伏（HP柵MMm二裡鯏鴨やく)′蝿馬（畏皇壷)′瓢馬ｅ線1m（叫珊ｌＵ１Ｍｍ長与ＰＳ蝿）ｅ皇I・梢ミドノニ蝿。騒寅特Ａｊ
ｐＤＩｉ､特Ａj④′凶冨筌Ｃ負禅二.囲之型Ｏこい二冨二。
辞瞥のかたる幕末の英学とある。
ジョン・チャーマーズの『英曹字典』は、早大中央図書館の蔵本である（写真参照）。背は皮装、表紙に模様がついている。洋装本
であり、本の大きさは蛆、×脳四厚さは胴血である。ページ数は一五九である。
扉
にこれはポケット版の英語と広東語の対訳辞典であり、一八五九年に香港のロンドン伝導協会の印刷部で刷られたものである。
向二の伊届田
○』三目○三向の向
勺○○炭団『
□】Ｃａ『○三』幻邑・
司
○
幻
『
四
口
ど
の
向
○
句
目
四
○
ｍ
向
ニ
ヨ
四
○
『
炉向シ幻ｚ日田ロの勺。【向二Ｆシｚの□シ○両
○句○跨三弓。ｚ宅幻。ご閂Ｚ０口
宅
尻
戸
之
．
』
’
広
少
．
』
’
■
江
碇
Ｆ
Ｃ
ｚ
』
冨
閂
印
閂
。
ｚ
シ
ズ
田
ロ『］○函三○題し膀冨向幻の富・ン．
英
圏
字
典
シ三四○ｚの尿ｏＺｏｍ
の。◎閂向『竜．の句宛向のｍ・
岸②、①
□】Ｃａ『○三』幻邑・
○句目四○ｍ向ニヨ四○『。
156（31） 
なお、同書の扉に、「渡辺良図書印」朱印と内＆○ミン
タ
ン
ト
ウ
ン
シ
ニ
ズ
ア
ン
広東生まれの情国人・唐通枢が編んだ「英語集
の対訳辞典である。これも早大中央図書館の蔵本である。
表紙は枯草色である。本の大きさは噸、Ｘ脚皿厚さ」
ンチ）だという。
ンチ）だと蛭
見開きに、
本書には熟語や例文はみられず、単語だけがかかげてある。ちなみに、第一ページにあるのは、つぎのような語である。
シ・囚ョ．’］ｇ・
ロゥロ目⑫．算盤⑩ロのロ．‐ロ。。ご
四目鳶向船尾声の目、面ゴロの。
：
四
目
○
口
去
棄
【
旨
‐
旨
：
口
【
の
減
少
百
四
日
－
ｍ
可
旨
両Ｚのげ届函シヱロ○シ三日○Ｚ向の同
＞ 
ｏ目ＯＢ自○ヱレ幻国
シＺ「渡辺良図書印」朱印と幻昌○ヨシ『ショレロロの署名（朱）がみられる。
タ
ン
ト
ウ
ン
シ
ニ
ズ
ア
ン
ウ
エ
チ
ン
タ
ン
・書通榧が編んだ『英語集全』（全六巻）は、一八六一一年に広東の緯経堂から刊行された広東語と英語
本の大きさは噸、Ｘ脚皿厚さは各巻一
□す。日．（Ｈ・目□）周囲：：，
剴且》（曰・『の。『｝の②の）上下
のずの目、．，９畳》（：。日８）将近
呂○ぐゆ上ｇのｐｐｍ『・
ロウュロ、の》筒署【口目・’一の巨弄
：
『
。
且
》
外
目
。
】
》
、ある。「序文」（英文）によると、同書は八つ折判（通例約６ｘ９ィ
(32）１５５ 
辞書のかたる幕末の英学とあり、この辞典の編集方針と編んだ主旨、編者についてふれたあと、記述方法に言及している。
ま
ず
中
国
語
（
単
語
）
を
あ
た
え
、
つ
い
で
各
語
の
発
音
を
し
る
し
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
を
英
語
で
表
し
た
こ
と
。
さ
い
ご
に
英
語
は
、
中
国
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
英
語
学
ぼ
う
と
す
る
中
国
人
ば
か
り
広
東
語
を
ま
な
ぶ
外
国
人
に
役
に
立
つ
と
の
べ
て
い
る
。
とある。
同書は、
（「序文」）。
見
開
き
の
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
に
、
ト
ウ
ン
ジ
ユ
同
治
元
年
六
月
英
語
集
全
百
丁
チ
ユ
ン
ッ
ー
テ
ィ
羅
惇
策
題
黒
印
弓国因○国閂三回の国シヱロロヱの口の函閂三ｍ目河口○『○幻
外
国
人
と
商
取
引
を
お
こ
な
う
同
胞
（
広
東
人
）
の
た
め
に
編
ん
だ
も
の
で
、
外
国
人
が
中
国
語
を
学
ぶ
さ
い
に
も
役
に
立
つ
と
の
べ
て
い
る
巨旨ｚのご『のシ祠日の藝口Ｚ
曰實○三の目閂ｚの‐【ロ
。シｚ弓○三
】繁簡
国目 。『
154（33） 
辞
書
を
編
ん
だ
が
、
そ
の
な
か
に
『
て
第
二
巻
の
み
が
架
蔵
そ
れ
て
い
る
表
紙
は
枯
草
色
で
あ
る
。
本
の
大
巻之一は天文・地理にはじまるのだが、巻之六まであらゆる分野の語いが収められている。
中
国
伝
道
の
開
拓
者
で
有
名
な
シ
ナ
学
者
で
も
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
の
宣
教
師
ロ
パ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（
’
七
八
一
一
～
’
八
三
四
）
は
、
い
く
つ
か
書
を
編
ん
だ
が
、
そ
の
な
か
に
『
五
車
韻
府
』
（
題
篭
）
と
題
す
る
中
国
語
の
辞
書
が
あ
る
。
同
書
は
二
巻
本
で
あ
る
。
早
大
中
央
図
書
館
に
貴
重
本
と
し
見開きに、内回『・用，三『。””扇○三・Ｃ・Ｕ
○四門ｚ因の固いし三○口し○回
の困缶三○四シ回如伊ｏｚＤｏｚ］高田巴。ｚ勺幻固めの。
□閂ＯＢ閂○ヱシ幻昌
ＰｏｚＤｏｚ血目”ご国三国幻陣○○・
○
句
目
出
国
五
車
韻
府
国
目
日
出
因
困固勺幻員ｚ弓固□．］殿説
＞ 『。Ｐ・口 本の大きさはＷｍｘ朋皿
（写真参照）。
厚さは躯叩である。
(34）１５３ 
辞瞥のかたる幕末の英学
さらにつぎのページをめくると、漢文による「凡例」が見られる。同書は単語集のようなもので、天文・地理・時令・君臣・人倫・
師友など、三十六項目にわたる語いに漢訳をつけたものである。
幕末になると、わが国で刊行され、また外国から輸入した英学書の数は、優に百種類をこえるであろう。明治五年は文部省学制
頒布の年でもあるが、英学物にかぎらずドイツ語やフランス語の語学書（多くは入門書）が、洪水のごとく街中にあらわれたのであ
る。 とあり、ついでその左側に漢語による序『文がくる。
ｍである。厚さは旧四ページ数は九二である。
表紙に題篭はなく、「励尚唖》甲子祷雪郷
フ
ウ
ン
シ
ニ
エ
チ
ン
見開きの右に、
六
洋
学
者
の
英
語
修
業
同書は前掲書（『英語集全』）とおなじように辞書と会話本を兼ねたところがある。カーキ
はじめに中国語（単語または会話文）をあたえ、ついで発音をしるしたのち、英語でその意味を表記している。
『英話註解』は、早大中央図書館の蔵本である。和本ではなく、漢籍である。木版刷の本で、表紙は枯草色、本の大きさは汕叩×伽
つぎに先にかかげたような英学書を、だれがどのように利用したかについて少しふれてみたい。
レ
エ
ソ
フ
ｊ
ソ
カ
ン
サ
Ｙ
ネ
エ
ン
威
豊
庚
申
年
銚
英
話
註
解守
拙
軒
蔵
板
Translated エ
チ
ン
郷」とある。
by 
CSanching 
152（35） 
蘭通詞の本木庄左衛門が長崎に舶載されたウィリアム・シュウェルの英蘭辞典を用いていたらしいことはすでに述べたが、ぉなじく
（鯛）
蘭通詞の士円雄権之助は、モリソンの『五車韻府』を利用した。
幕’末、唐通詞で英語をまなぶ者も、宣教師が編んだ英華辞書を大いに利用したようだ。
蘭通詞の楢杯鉄之助（一八○○～五七）も、長崎会所が購入したモリソンの『五車韻府』を参考として英学の勉強に励んだひとりら
しい・堀達之助はピカードの『新ポケット英蘭辞典』を愛読したのち手放し、津田Ⅲ（一八一一一七～一九○八、明治期の農学者）は同宿
あ
ま
れ
の西周とともにピカードの辞典をたよりに英語の勉強をした。
蘭学の素養があった津田は言三（の（ホワイト）を「ウヒッテ」とオランダ語風に発音していた。あるとき『ずのＳｍ｝の。｛Ｓ【【の『の（釦）
【ＨｏＢｇの⑪国ロ８日（方言は標準語と異なる）という文章と出会ったが、の国且四己の意味がわからず、半日以上も考えこんだという。
し
よ
う
へ
い
こ
う
中村敬輔（正直、一八一一一一一～九一、明治期の啓蒙学者）は、昌平饗の秀才であり、漢学のほかにひそかに蘭学と英学をまなんだ。
学問所教授方となってからは、『英和対訳袖珍辞書』（文久一一年刊）を求め、英漢対訳辞書（書名不詳）と対照しながら、訳語や原語を
行間に書きいれて、ほとんど全巻がまっ黒になるほど使った。
み
そ
か
（
釦
）
さらに慶応－工年（一八六五）八月末、勝海舟から英華字典（書名不詳）を借りだすと、それを筆写しはじめ、＋｜月晦日におわった。
福沢諭吉（一八一一一五～一九○一）は、明治期の代表的な啓蒙思想家であるが、長崎遊学ののち大坂の緒方洪庵の適塾で蘭学をまなん
福沢諭吉（’八一一一五～三
だことはよく知られている。
（醜）
かれは文久一兀年（一八六一）以後のある日のこと、横浜居留地に見物に出かけた。外国人の商店でオランダ語で会話を試みたがいつ
こう通じず、大いにショックをうけ、さらに看板の横文字がさっぱり読めず、一一重に衝撃をうけた話は有名である。
このときキニッフル（福沢の誤り、正しくは、プロシア商人ルイス・クニフラー）の店で「薄い蘭英会話書を一一冊買って来た」とい
う・これは河・く目□のＨ国］】著○の曰のの日日ロの］のの。『］一ｍ・ぐｏｏＨＱの、のロのロ・曰のＱの同ロ、の］⑪・ずの薗四］すの、ご己のロ｛の一の①『ロのロ……・暖×］の○日
二冊を指すものとおもわれる。
福沢はひじように落胆して江戸に帰ると、これからは英学をやらねば時世におくれるとしみじみおもった。英語の師匠をさがすうち
(36）１５１ 
辞瞥のかたる幕末の英学
、
、
上巻の英蘭の部には、すべての英単語に発音がついている。わたしはホルトロップの一」の辞引を東京外国語大学附属図書館以外に早
大中央図書館と静岡県立中央図書館で見たが、両館のものは皮で製本し直したもので美本であった。
上巻（英蘭の部）の扉に、つぎのような文字がみられる。
増
補
改
訂
の
た
め
、
ペ
ー
ジ
数
は
一
定
し
て
い
な
い
。
国。］宮ｏロロロ、の一の○ずの口亘の□の『Ｑ巳前○ずニョ○○幻□
、
と
い
っ
た
金
文
字
が
背
表
紙
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
ゆ
か
ところが福沢にはその辞書の代金五両（いまの四、五○万円）し」いう金がなかったので、主家の奥平藩に歎願して買いとってもらっ
い
た。その後かれは、この辞典さえあれば先生は要らぬ、と自力研讃の念を固くし、毎夜辞書と首っ引きで英書と格闘Ｉした。
ちなみに福沢が藩に買いあげてもらったホルトロップの英蘭対訳発音付の辞書とは、上下二巻からなる。
東京外国語大学附属図書館蔵に架蔵されているものこそ元装本であろう。装ていは、二巻とも背がこげ茶色で、一巻目には］・
西○斤・ロロロ、の一の・ずの口亘の□のａ巳庁⑪○ず言○○幻ロロ三国○回【・閂》一一巻目には］・四・一芹『ＣｂｚのＱｍａＢ｛の９のロロロ、の］、：弓○○両□向三ｍ○回【
やがて福沢は独学で英語の学習をはじめるのだが、辞引がない。英蘭対訳の辞書さえあれば、先生がいなくてもじぶん一人で勉強で
きる。そこで蕃所調所に入門の手続をとり、英蘭対訳辞典をフロシキにつつんで借りてゆこうとすると、それはならぬと係の者からい
わ
れ
、
｜
日
行
っ
た
き
り
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。
らい」（「福翁自伝」）であったという。
の辞書一部二冊物」がある、との連絡をうけた。
に蘭通詞の森山多吉郎の門をたたき、手ほどきをうけるが、当人は忙しい体であるため親身になって教えてくれない。
結局、二、三ヵ月ほど通ってやめてしまう。福沢によると、森山の英語力は「大層知っているのではなく、少し発音を心得ているく
表紙の色は、緑がかった紺色であり、本の大きさは各巻叩、×ｎｍで、厚さは各巻約閖叩である。
上巻（［１］）は英蘭の部、下巻（［２］）は蘭英の部であり、上巻のページ数は一○一一’二、下巻のページ数は九一一一二～一○一一一二である。
あるとき横浜に行く商人に英蘭対訳辞典はないか探してくれるようにたのんでおいたところ、「ホルトロップという英蘭対訳発音付
150（37） 
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辞書のかたる幕末の英学塾で兵書を講じた。
を
と
げ
た
。ひろ
ゆ
ぢ
加藤弘之（’八一一一一ハー’九一六、明治期の啓蒙的官僚学者）は、万延元年（’八六○）蕃書調所の教授手伝に採用されたのち、ドイ
ツ学にとりくむかたわら、英学を志し、「英蘭対訳の文典などにて英語の独学をはじめ」た。しかし、ドイツ学のほうが進歩するにつ
れて、学習しかけた英語をじゅうぶん研究することなく、途中でやめてしまった（「経歴談」（承前））。
け
い
す
け
大鳥圭介（一八一一一一一～一九一一、明治期の外交官）は、青年時代大坂の適塾で蘭学をまなんだのち、江戸にでると江川太郎左衛門の
左
さ
か
ず
外山正一
が、この幕声
を
ま
な
ん
だ
。
り、哲学・社会学を講じた。
欧米各国の艦船の往来がさかんなのを見て、将来は英語の研究がますます必要になることを看破した圭介は、江川の塾で教師をして
い
た
中
浜
万
次
郎
二
八
二
七
～
九
八
、
も
と
漂
流
民
）
に
つ
い
て
英
語
を
ま
な
ん
だ
。
かれは英語の読本（書名不詳）二、三冊の教授をうけたが、発音の正確を期するため横浜居留地におもむき、「英学所」においてへ
ボン、ブラウン、パラー、タムソンらについて専心英語と数学とをまなんだ（『大鳥圭介伝』）。
し
ん
ば
ち
尺振八（’八三九～八八、幕末・明治初期の英学者）は、江戸佐久間町（現・東京都千代田区）に医師の子として生まれ、長じて田
こ
の
塾
で
は
、
学
生
が
教
場
で
い
っ
し
ょ
に
授
業
を
う
け
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
教
師
か
ら
直
接
英
書
の
購
読
を
授
け
ら
れ
と
い
っ
た
風
で
、
そ
た
こ
（鋼）
の
順
番
を
待
つ
あ
い
だ
、
正
一
を
は
じ
め
他
の
子
供
た
ち
は
、
撃
剣
を
や
っ
た
り
、
コ
マ
を
ま
わ
し
た
り
、
凧
を
あ
げ
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。
このころ外山は、さらに大岡芳之助という人を自宅に招いて英学の復習をやったが、やがてその学力は師をしのぐほど目覚しい進歩
蕃書調所（のちの開成所）に入学した翌年の文久二年、かれは十六歳で教授方に任ぜられ、さらに慶応二年（’八六六）幕生として
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
し
た
。
維
新
後
の
明
治
三
年
二
八
七
○
）
ア
メ
リ
カ
に
再
留
学
し
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
哲
学
・
理
学
を
お
さ
め
、
帰
国
後
東
大
教
授
と
な
山
正
一
（
一
八
四
八
～
’
九
○
○
、
明
治
期
の
教
育
者
）
は
静
岡
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
長
じ
て
藩
書
調
所
に
入
学
し
、
英
学
を
ま
な
ぶ
の
で
あ
る
り
ん
し
よ
う
｝」の幕府の教育機関における英語教育ではあき足らず、放課後、湯島天神下の箕作麟祥（一八四一ハー九七）の塾にも通って英語
146（41） 
し
よ
う
へ
い
ざ
か
辺石庵や藤森天山といった一流の漢学・儒学者について学んだのち、安政元年（一八五四）、十五歳で昌平坂学問所（昌平騨亙ともいう）
た。慶声
が、数圧
講じた。
この奇才は、本をよむとき机にむかわず、立ったり、歩いたりして読むくせがあったらしい。英書のなかで知らない単語と出会う
、
、
、
、
、
、
、
し
ょ
う
じ
あ
ん
ど
ん
と、そのつど辞書で徹底的に調べた。英室胆を乱写するという奇行があり、昼間は障子に、夜は行灯の紙に、余白がなくなるまで書き写
逃亡させてやった。
した。 やがて振八は英学者を志し、｛
は、多くのエピソードを生んだ。
ほどなく外国人について英語を学びたいとおもい、横浜居留地に出かけ、オランダ人のスネル宅にボーイとして雇われるが、そこに
は荒々しい犬ばかりか、根性の悪い洋妾がいて、英語の勉強にはならず、とうとう逃げだしてしまう。
やがて幕府の外国方通弁といった職をえた直後、こんどはアメリカ人ロムシーやロパート・プラィンに師事し、英学の研讃につとめ
た。慶応三年（一八六七）一月、その会話能力を買われて、幕使・小野友五郎の通弁方として渡米し、維新後は大蔵省翻訳局長となる
が、数年後官を辞した。その後、私塾「共立学舎」をおこし、みずからウェーランドの『経済書』やグードリーチの『仏国史』などを
に入学した。
このように振八は、一面義侠心のつよい人でもあった。人との交わりをあまり好まず、自己に閉じこもり、こつこつと学問に励むタ
け
ん
か
い
イブの人であったらしく、旧介孤古同が一生をつらぬく姿勢であった（『日本の『創造力』近代・現代を開花させた四七○人第一一一巻』
（日本放送出版協会）。
講義はていねいであり、納得ゆくまで説明するので、熟生はみなたのしんで聴いたという。また戊辰の役で左うでを失ない、彰義隊
い
ば
に加わり敗れた幕臣・伊庭八郎が、節義にあつい｝」とを人づてに耳にした振八は、伊庭を家にかくまい、米艦で箱館の榎本軍のもとに
また一八五六年（安政三）七月、下田をおとずれたというイギリスの旅行家キナハン・コーンウォリスは、森山栄之助とおもわれる
中浜万次郎に英語の手ほどきをうけ、ついで西吉十郎について英文法をまなんだ。その異常な勉強ぶり
(42）１４５ 
学で蘭学によって市
醸したので、この堂
驍安政四年（’八
る杜に米国大統領の塞
馳に移り執務した・
辞
蘭堂聿白でもあっ
従来、わが国の伝達手段としての外国語といえばオランダ語と中国語であったが、各国の船舶がやって来るようになると、これらの
言
語
だ
け
で
は
意
志
の
疎
通
を
た
も
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
当時、実用性の高い英語やフランス語に通じた日本人はほとんどおらず、蘭通詞の能力にしても個人差が大きく、じゅうぶんに熟達
したものは少なかった。開港の影響によって、幕府としても諸外国語の伝習が急がれ、なかでも通弁（通訳）の養成が急務であった。
箱館における英学は、安政元年（’八五四）八月、折から箱館奉行所に通詞として在勤していた名村五八郎が奉行命によって、役所
において余暇に役人とその子弟らに英語を教えたことにはじまる。当時、これを「英語稽古所」と称した。
同三年（一八五六）八月、箱館奉行は、洋学（蘭学、舎密［化学］、航海、造船、冶金、砲術、築城、測量）の研究と教育を伊予大
あ
や
ば
り
あ
き
洲藩士・武田斐三郎成章（’八二七～八○、幕末・維新期の兵学者）に命じ、箱館の基坂に「諸術調所」（調所舎屋）を設立し、そ》」
（鯛）
で蘭学によって西洋諸術や英語を、幕吏や諸藩士に教授させた。が、斐三郎は元治－工年（一八六四）、江一Ｐの開成所の教授として転出
来航するようになっていた。
蘭通詞がウェブスターの大辞書を備え、ペリーの艦隊の乗組員から仕入れたぼう大なメモを貯え、英語の研究に刻苦勉励していたと記
（釧）
している。
箱館が開港されたのは安政二年（’八五五）三月のことである。その前後から欧米の捕鯨船や商船、とくに軍艦などが多数相ついで
七
箱
館
の
英
学
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
’八五七）四月、アメリカの貿易事務官イライシャー‐。Ｅ・ライスは、捕鯨船にのって箱館に着任すると、
の書簡を提出し、当地に在留する旨をつたえた。ライスは箱館政庁のとなりにある浄玄寺の別室を宿舎とし、
て西洋諸術や英語を、幕吏や諸》
の学問所はやがて自然消滅した。
（醜）
た斐一二郎は、ほどなくライスの止宿先にかよい、同人から英会話を習った。安政五年（一八五八）十月、ロシア領事 としひ
ろ
奉
行
堀
利
熈
の
ち
汐
見
町
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慶応二年（一八六六）十二月上旬、「箱館洋学所」は「箱館学問所」の新しい呼び名のもとに発足し、漢学科と洋学科をおいた。
漢学科では、塩田順庵や向山栄五郎などが教授となり、奉行所役人の子弟らに漢学をおしえたが、翌慶応三年同科は廃された。洋学
科では、天文・測量・洋算のほか、江戸の開成所教授職・堀達之助とその弟子・池田溌三郎、通詞三名と外国人教師らが、実学と英語
をおしえた。官営のこの洋学機関は、箱館戦争のころ消滅したようだ。
運上所（「海官所」ともいう、税関）のな
「稽古所」とも称され、のち「教学所」悪
通
弁
を
一
日
も
早
く
育
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
（”） 
喜び、鶏十羽、卵一箱を贈坑リ、謝意を表Ｉした。
安
政
元
年
八
月
に
蘭
通
詞
名
村
五
八
郎
に
よ
っ
て
、
イギリス領事クリストファー・ペンパートン・ホジソン（一八二一～六五、歴史・植物学者）がハイフライヤー号で箱館に到着した
（研）
のは安政六年十月の｝」とだが、奉行所の役人からオランダ語ではなく、流ちょうな英語で話しかけられ、びっくりした。かれは称名寺
（鉛）
境内に仮領事館をもうけ、｜元治一元年（一八六四）上汐見町にあらたに設けた領事館に移り執務した。
ホジソンは箱館に着任して早々、奉行所の役人や在住の子弟らに英語をおしえるのだが、時の箱館奉行津田近江守はこれをたいそう
ゴ
レ
ー
ソ
ュ
０
Ｆ
・
フ
ラ
ン
ス
た
ち
カションが創設した「フランス語学校」からは、立広作、塩田一一一郎、海老原錆四郎、鈴木清吉、南川兵吉など、多くのフランス語通
詞が輩出したが、なかでも立広作（一八四五～七九、箱館奉行所同心組頭・立文蔵の次男、のち九十五国立銀行頭取）と塩田三郎（一
八四○～八九、医官、箱館学問所教授・塩田順庵の三男、のち北京駐在特命全権公使）はもっとも学力にすぐれ、フランス語と平行し
行所の役人らにフランス語と英語を教授した。
ゴスヶゥィッチは館員らとともに軍艦ジギット号で箱館に着任し、実行寺（日蓮宗）に入ったのち、ロシア語をおしえた。翌六年十一
月宣教師メルメ・ド・カションが布教のためにやって来て、称名寺の境内に一軒家を借りて移り住み、のち司祭館と礼拝堂を建て、奉
て
、
ラ
イ
ス
の
も
と
に
通
っ
て
英
会
話
を
ま
な
ん
だ
。
五八郎によって、奉行所内の「英語稽古所」においてはじまった英語教育は、文久元年（一八六一）五月、
（㈹）
税関）のなかに教場を移し、ひきつづき名村が公務の〈ロい間に教鞭をとった。「英語稽古所」は、単に
「教学所」「箱館洋学所」とも呼称された。このいわば官営の英語学校における教育目的は、ひたすら英語
(44）１４３ 
辞瞥のかたる幕末の英学
箱館においては、幕末に英語以外にロシア語やフランス語なども教えられたのである。が、変わったところではイギリスの鉱山技師（枢）
エラスムス。Ｍ・ガワー（一八一一一○～一九○一一一）が、慶応一一年の秋冬ごろ、小銃調練・測量学に加えて、イタリア語と英〈至誼を教授した。
日本人にせよ、外国人にせよ、かれらはどのように英語を教えたのか。またどのような教材を用いたのか、はっきりしない。が、万
廷元年の遣米使節がアメリカで購入した洋書が多数、英語の伝習と普及のため、箱館の運上所のほうにも配分されていた。
（梱）
たとえば名村五八郎が奉行所に漢英対訳字引の購入を願いでたさいの願書（安政六・九付）、外国方から箱館の運上所に交付された
（例）
書目（万延元・’一・一五付）、堀達之助が着任して程なく奉行所に提出した運上所所蔵図書の下付願（慶応－工。一一付）、同人が運上
所の洋書を箱館洋学所に移管するよう奉行に願いでたさいの書籍受取目録、堀がさらに維新後、洋学所以来の洋書を「開拓使仮学校」
に移したときの運送書籍目録などから、英語教育や自習のさいに用いた教材について、ある程度想像がつく。
箱館学問所の分校とみられる洋学校が、慶応三年五月亀田（箱館の北西部、現・亀田町）に開設され、池田蔵三郎が隔日に亀田に出
げいこにおもむき、三十名余りの学生に英語の訳読をおしえ、午後は洋算、夕方から午後九時ごろまで、地理学や英文法の輪講をおこ
（例）
ない、また英作文などをおし一えた。
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書
注。これは函巨普三口『【旦編シロロロＱＯｌｏｂ口の臼四○【ぬの○日目ご・四目のＱ・ＰＣ且。。．］②造のことか。
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(48）１３９ 
辞書のかたる幕末の英学
教授端（別）
をした。
成は、竺
ていた。
張せられ、ひとつの独立機関としての調所（洋学託
と改称、東京大学の前身）の設立をみたのである。
（兜）
英学のほうははじめ教授職がおらず、文久一一一年（一八六一一一）十一一月より、堀達之助が教授手伝として英書をおしえている。
幕府直轄のこの機関の英吉利学科（仮称）で教鞭をとった者を一覧表にすると、つぎのようになる。
この機関は洋学を教授し、洋書や外交文書を翻訳するのが主なしごとであった。
（卿）
その創設は、安政四年（一八五七）一月中旬の｝」とで、月末または一一月はじめに授業が開始せられた。頭取は古賀謹一郎、教官の構
（釦）
は、教授職（定員三名）、教授手伝（甲）（定員五名、月給四～五両）、同（乙）（定員七名、のちに教授手伝並と称せられる）となっ
（相）
もとも１と外交文書の翻訳にあたっていたのは長崎のオランダ通詞や天文方の蕃書和解御用方（翻訳掛）であったが、やがてそれが拡
ば
ん
し
よ
し
ら
く
し
よ
せられ、ひとつの独立機関とＩしての調所（洋学所）の創設が立案された。のちそれが発展し、「蕃書調所」（のち洋書調所、開成所
八 注。この表を作成する上で、井上能孝氏の『箱館英語事始め』（北海道新聞社）と『箱館教育年表』（第一瞥房）を用いた。
役
職
名
英
学
校
教
授
手
伝
並
出
役
く
と
う
英
学
句
読
教
授
出
役
〃〃
職および教授手伝（甲）のおもなし｝」とは、翻訳御用であり、教授手伝（乙）は、翻訳御用のほか学生の講読・会読などの世話
江戸と横浜の英学
氏
名
箕
作
貞
一
郎
渡
辺
一
郎
堀
改
蔵
朝
夷
金
蔵
任
命
年
月
日
文
久
元
・
６
・
羽
文
久
２
．
１
．
皿
”" 
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〃〃〃
英句》、教授
〃〃〃〃〃〃
英
学
教
授
職
英学句読教授出役
英学教授手伝並出役
英学教授手伝並出役
〃〃〃〃
英学句読教授山山役
〃〃
神
谷
改
作
大
河
内
鉱
太
郎
大
石
鱗
三
郎
高
島
太
郎
竹
原
鎗
次
郎
田
寺
格
之
助
大
河
内
鉱
二
郎
渡
辺
一
郎
小石箕小大堀神朝林川作１１１石達谷夷小長奎吉兼之弥金太次吾之太助作蔵
郎郎助郎
楯
岡
光
藤
野
善
蔵
大河内鉱太郎
大
石
鍍
三
郎
大
石
兼
太
郎
文文
久久
２２ 
● 
１２ 
● 
１８ 
慶慶艇文文応応応久久〃〃
２２元３３
●●●●● 
1２８１０５９ 
●●●●Ｄ 
１ｌｌｉｉ７１２２４２８ 
日
慶
応
２ 〃 ﾉノJ７ノノﾊﾞノ〃 ﾉソ"
” 〃〃
(50）１３７ 
辞書のかたる幕末の英学
英
学
世
話
心
得
”"〃”〃〃〃〃〃〃〃"〃〃〃〃”"〃〃
片
山
秀
坪
井
玄
得
安
達
一
之
丞
福
田
銀
一
郎
由
利
順
次
飯
田
哲
蔵
外
山
護
輔
田
村
初
太
郎
浅
井
鋼
三
郎
宇内
野田
沢常
巽八
加
藤
繁
蔵
億
川
一
郎
出
浦
銚
之
丞
須
川
清
一
郎
伊
藤
有
三
郎
鳥
居
八
十
五
郎
赤
沼
彦
三
郎
内
藤
譲
吉
日
吉
幹
佐
水井八十吉
'７ 〃〃 ﾉゾノノ 〃 〃 ""””〃〃 〃Ａ' ″”〃”〃 メノ
136（51） 
蕃書調所（ふつう「洋学所」と呼ばれた）の建物は、はじめ神田小川町の火消屋敷をあてられたが、安政の大地震のときに焼失した
” 〃〃〃〃〃
英学一二等教授
〃〃〃〃〃〃
英学教授方出役
英学教授手伝並出役
〃〃〃〃
外石箕小緒堀兼桜藤田小楯吉杉高前町柳棚山橋作幡方簔鐘藝譽Ⅶ岡田徳橋田田河瀬捨鎗益甚安次周鉄房仙伊八次太三之太次蔵郎太先太郎格之蔵次一|一郎郎郎正助郎郎郎郎丞郎郎
〃〃
慶応・白〃
慶応３．８．焔
慶
応
３
．
８
．
妬
慶
応
３
．
９
．
１
ゲベ
〃５３Ａ/
、‐
〃 ﾒノハノ バグ〃〃 ” 
′' Ａ' ﾒノ
(52）１３５ 
辞書のかたる幕末の英学
合莫長蕃いへ大崎：書は四なにⅡ
当時、いちばん高価な洋書は、丘
長崎に舶載されたもので、町年寄』
莫大な小づかいを得た。ふところ』
（印）
〈□いは、さい『」身をもちくずした。
授業は、オランダ語の場合、大広間のほうぼうに机をおいてすわっている教授手伝のところに行き、一時間ほど教わるのであるが、
（研）
教官はいちいち文字を指して教えたというから、英語の場ムロもこれと似たりよったりだったかとおもわれる。
（銘）
学生はいまとおなじで、なまけ者が多く、毎日授業に出てこなかったという。学生が怠惰なのは府内の私塾に学ぶものもおなじで、
かれらは金があると料理茶屋で酒をのみ、また妓楼などにあがって遊蕩にふけった。
当時、いちばん高価な洋書は、兵学・砲術の蘭書であり、ものによっては五、六百ページのものが二百両もした。こういった書は、
長崎に舶載されたもので、町年寄や通詞の手を経て大名などに売りつけられ、諸藩の書庫におさまると、藩士らが借りだし、勝写して
莫大厄小づかぃを得た。ふところが豊かになれば、学業に精をだすことがばかばかしくなるのが自然の理である・こういった遊惰の手
かけてじっに多くの教官やけいこ人を生んだ。
教授職はいまでいう大学教授、教授手伝は助教授または講師といった身分であったようだ。授業はヨーロッパ語（英独仏蘭露）のほ（流）
か科学技術（天文。物理。物産・器械・図画）のテキストを読む｝」とに重点をおいた、講読中心の授業であり、教授職は翻訳の片手間
にときどき講釈するくらいで、じっさい授業をうけもったのは教授手伝（句読教授、英学世話心得）である。
外国語のうちでも英学がいちばん盛んになってゆくにつれて、万延元年（’八六○）七月に英吉利科が独立し、文久から慶応年間に
は許されず、願書を出した約一千名のな上（弱）
し、供侍を連れてくるものもいたという。
ため、
と
き
、ここでは英学がじっさいどのように教授されたものか明らかではない。けいこ人（学生）は、旗本や御家人の子弟にかぎられ、陪臣
評されず、願書を出した約一千名のなかから、多少素養のあるものを選んだ。年齢も身分もまちまちで、なかにはりっぱな身なりを
調所はいわば幕府の直轄学校だが、幕末府内の私塾で、他の教科と併行して英学を教えるところが五カ所ほどあった。たとえば、
九段坂下の竹本図書頭屋敷を用い、文久二年（’八六一一一）五月、「洋書調所」と改称した。のち一シ橋門外に新校舎が竣工した
、
１
，
（別）
ここに移った。
134（53） 
幕
府
が
、
安
政
五
年
二
八
五
八
）
に
五
ヵ
国
（
英
米
仏
蘭
露
）
条
約
む
す
ん
で
か
ら
は
、
各
国
公
使
と
閣
老
と
の
書
簡
の
往
来
や
会
議
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
り
、
蕃
書
調
所
の
教
授
職
や
蘭
通
詞
ら
は
多
忙
を
き
わ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
。
なによりも急がねばならなかったのは、多国語に通じた訳官と通詞を養成することであった。というのは条約をむすんで五年後、条
約
締
盟
国
の
公
文
書
の
や
り
取
り
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
訳
文
を
添
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
語
を
用
い
る
よ
う
定
め
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
各
国
の
出
先
機
関
も
自
国
語
の
学
習
を
幕
府
に
勧
め
、
語
学
教
育
や
学
校
の
設
立
な
ど
を
申
し
で
た
り
し
た
。
この点において唯一いちばん成功をおさめたのはフランスであり、他の国々ははかばかしくなかった。文久二年（一八六二）五月、
（剣）
め
い
ぷ
ん
老中久世大和守らは、日本人で英壷媚に塾達したものがほとんどいない現状をうれい、これでは条約の明文にさしつかいがあるとし、ま
た会話のさいも不便きわまりないことにかんがみて、公使館が設けられている寺院（麻布・善福十迂で英語を教えてほしい、とＲ・ヒュー
（腿）
ソ
ン
・
プ
リ
ュ
イ
ン
米
公
使
（
’
八
一
五
～
’
八
八
一
「
ハ
リ
ス
の
後
任
）
に
依
頼
し
た
。
これに対して同公使は、英語を学ぶために公使館に派遣される若者らを受け入れることは、大きなよろこびである、といい、館員の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
イ
ン
グ
ラ
ハ
ム
・
キ
ッ
プ
、
ロ
パ
ー
ト
。
Ｃ
・
プ
リ
ュ
イ
ン
、
通
訳
ポ
ー
ト
マ
ン
の
諸
氏
が
、
わ
た
し
の
要
望
を
容
れ
て
、
日
曜
日
を
の
ぞ
く
（園）
毎日、よろこんで教授します、と回答した（七五号、’八六一一。六・一八付、江戸の米公使館発、青っぽい用筆に書かれた英文）。
（㈹）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
開
業
年
安
政
五
年
二
八
五
八
）
安
政
六
年
二
八
五
九
）
万
廷
元
年
二
八
六
○
）
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
？
慶応元年（一八六五）
塾
名
慶
応
義
塾
塾
名
不
詳
〃〃〃
塾
主
福
沢
諭
吉
允
ま
え
玉
江
情
三
郎
や
の
め
玉
江
屋
能
女
箕
作
麟
祥
伊
東
保
義
教
科
英
学
・
漢
学
漢
学
・
洋
算
・
英
学
筆
（
書
）
道
・
英
学
英
学
算
術
・
英
学
(54）１３３ 
辞瞥のかたる幕末の英学
じ
ま
っ
た
。
英語への関心と学習は、通弁御用をつとめる蘭通詞のうちでもとくに語学好きな者がおう盛であった・かれらはもっぱら書物と向か
い合い、英蘭対訳辞典をたよりとし、独習していたのである。
しかし独学ではなかなか英語の力がつかず、正確に読むことも書くこともできなかった。何よりも英会話となると、とても歯が立た
なかった。要路のひとびとも独学の弊害に気づき、読み書きと会話を本国人について学ばせることを検討した。やがて伝習生がアメリ
カ人から直接英語をまなぶ件について、外国奉行から老中に諮問され、やがて賛意を得ると、老中久世大和守ほか二名の連署をもって
プリュィン米公使に宛てて英語の伝習を正式に依頼したのである。やがて通弁御用の立石得十郎がアメリカ公使館に通うようになった・
イギリス公使ラザフォード。オールコックニ八○九～九七）もかねて英語伝習を引きうけてもよい、と外国奉行に申し出ていたの
で、討議のすえ、英公使館にけいこ人を派遣することになり、万延元年（一八六○）四月中旬より高輪の東禅寺において英語伝習がは
東禅寺に通った英語けいこ人は、つぎの七名である。
右
同
人
六
男
御
細
工
頭
支
配
御細工所同心五左衛門五男一
土
屋
大
膳
亮
組
御
徒
蕃瞥調所書物御用出役賢助おとうと一……吉田銀三郎
同所句読教授出役
大御番永井信濃守与力、蕃書調所一
書物御用出役祐一――せがれ
講武所砲術教授方出役浅五郎せがれ………高島太郎
……：………・竹原鎗次郎
…
…
…
小
林
弥
三
郎
・竹原安太郎
132（55） 
しかし、これら七名の青年は、軽輩のうえ、人物もよくなく、期待どおりの成果をあげなかったものか、イギリス側から見ると、す
こぶる不満であった。これらの伝習生が、いつまで東禅寺に通ったものか不明である。
うか、と進言した。
校舎が完成すれば、
老中安藤対馬守は、
であった。
万延元年（一八六○）七月、老中安藤対馬守邸で会談したおり、わたし（ハリス）と秘書のヒュースヶンは多忙につき英語を教える
ことができないが、神奈川には宣教師兼医師らがおるので、利発な若者（十五歳～十八歳ぐらい）をえらび、英語の伝習をさせてはど
よ》っ命じた。
横浜に英学所を設立するよう勧めたのは、初代アメリカ公使タウンゼント・ハリス（一八○四～七八、一八五五～六一一年まで在任）
（“） 
けい｝」人は、旗本Ｑ御家人の子弟、神奈川在住の運上所関係の役人をはじめ、その子息らのなかから選ぼうとした。
文久一一年（一八六二）十月、神奈川県の宝興寺に施療院をひらいたジェィムズ・カーティス。へボン（一八一五～一九一一、アメリ
近
藤
勝
平
組
黒鍬之者寿三郎おとうと一・……・・…………宮原節蔵
堀田鴻之丞家来佐波銀次郎厄介一
蕃瞥調所出役教授方手伝
＊ 
（開）
わたしどもで教師をえらび、教育できるようにいたします、１ともいった。
この提案に賛意を示し、翌八月外国奉行と神奈川奉行へ、けいこ人の人選と校舎や宿泊所の設置などを検討する
（則）
…
…
：
…
・
西
周
助
(56）１３１ 
辞轡のかたる幕末の英学
やがて英学所の規模も大きくなると、へボン以外にブラウン（アメリカ・オランダ改革派）、バラー（アメリカ改革派教会）、タムソ
ン（アメリカ長老派教会）ら宣教師三名が教鞭をとるようになった。つぎにこれら四名のアメリカ人教師らが担当した、科目やクラス、
教材などについてのべてみよう。
語をおしえた。
ヨ
コ
ハ
マ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
幕府は神奈川に在住する一曰一教師らに英語教育を委嘱するに先だって、弁天社地つづきの支配むきの役人宅を英学所とし、神奈川
（閉）
詰の通詞のうち英語に比較的よく通じている石橋助十郎、太田源｜二郎らに英語をおしえさせた。
へボンは文久二年十一一月末ごろ、神奈川より横浜居留地三十九番館に移転しても、ひきつづき英学所で役人の監視のなかで数学や英
な熱心でありできもよく、のちにかれらは長足の進歩をとげた。
これは神奈川奉行がアメリカ領事館を介して、へボンに二教科を教授する意向を問うものであったが、へボンは長期間かれらがわた
（的）
しのもとで勉強することを約束するなら、引き》つけてもよい、と回答した。
幾何や化学を学ぶにしても、英語がわからなければ話にならない。へボンは英語の読本をけいこ人にあたえ、読まさせてみたが、み
ヵ人、長老派教会宣教師）は、アメリユ
をおしえてほしい、との依頼をうけた。
担
当
者
へ
ポ
ン
プ
ラ
ウ
ン
パ
ラ
ー
タ
ム
ソ
ン
科
目
幾何・代数・化学・地理学・英語（訳読）
英
文
法
・
訳
読
・
英
作
文
算
術
・
英
語
算術・英語・地理学 アメリカ領事から身分の高い幕臣の子弟九名（沼間守一、原田吾一、大村益次郎ほか）に、幾何と化学
ク
ラ
ス
初級（九名～一一名）
上級（一○名～二○名）
初
級
初
級
教
材
ス
ペ
リ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク
スペンサーの英文法書、『日英会話篇」
７
．
 
７． 
130（57） 
た65
～ジ
。
するものがおり、教えるしごとは垣
てもらったりして、教育に従った。
また慶応元年（一八六五）、設楽
慶応二年（一八六六）二月、英一
大火によってそこも類焼した。こ」
学生数は徐々にふえて二十五名ほどにもなったが、その多くは運上所の役人や通詞であった。教師たちの中には、ヘポンのように毎
日患者を一一、一一一十人診るほか、辞引づくりや個人指導（聖書の教理をおしえる）をおこなったり、ブラウンのょうに聖書の翻訳に従事
するものがおり、教えるしごとは過重な負担であったことは否めない。それでもかれらは愚痴をこぼさず、忙しいときは妻にも手伝っ
安政五年Ｃ八五八）七月、長崎奉巨
学所」に改称、校舎もそのつど変わる）
が
、
長
崎
に
お
け
る
そ
の
聿
力国の学習がはじまった。
頭取には蘭通詞の楢林栄左衛門、西吉十郎らが任じられ、蘭・唐通詞および地役人の子弟らが、オランダ海軍教育班の将校（ウィッ
（ね）
ヘルス、デ・フォーゲル）やイギリス人フレッチャーなどから、英語やオランダ語を学んだ。
（ね）
四年後の文久二年（一八六一一）、英語伝習所は片淵郷の組屋敷内の乃武館に移り、名称変更し、「英語稽古所」と称した。頭取には中
安政三年（一八五六）二月、長崎奉行川村対馬守は、オランダ語のほかに、わが国と直接交渉のある国のことばを蘭通詞にかぎらず、
｜般人にも学ばせてはどうか、といった考えから、幕府に対して洋学所設立案を上申した。
が、長崎におけるその設立は、幕命により見あわせとなった。しかし、翌安政四年西役所において、海軍伝習といっしょに英仏露三
授業は土曜日をのぞき、毎日一、一一時間おこなわれたようで無給であった。授業に必要な器具や書籍は奉行所のほうで用意してくれ
● 
九
長
崎
の
英
学
（和）
八六五）、設楽天僕という者が横浜・伊勢崎に「［ロ精学舎」という寺小屋を設け、漢学と英学をおしえた。
六）二月、英学所は手狭になったため神奈川奉行所支配定役の役宅に移転するのだが、同年十月におこった横浜の
類焼した。これ以後、英学所における英語教育は終えんをむかえるのである。
長崎奉行支配組頭・永井享次郎の官舎内に「英語伝習所」（のち「英語稽古所」「英語所」「語学所」「洋
（、）
に設立された。
(58）１２９ 
Ｕ 
辞書のかたる幕末の英学なった。
長崎における語学教育は、かなり成果をおさめたらしく、
日本においてはじめて英語を教えた外国人第一号は、す―
ラ
ン
ダ
人
で
あ
り
、
英
語
は
か
れ
に
と
っ
て
外
雪
薔
で
あ
っ
た
。
（羽）
な
ど
で
あ
る
。
英語の教鞭をとったのは、フェルベックのほか、何礼之助、平井義十郎、柴田大助、横山又之丞ら邦人十一名である。
の
ぶ
よ
し
慶応四年（一八六六）｜｜月、沢宣嘉（一八一一一一一一～七一一一、公卿）が長崎裁判所総督として着任すると、済美館を「広運館」と改称し、
学事の改革に手をつけ、本学、漢学、洋学の一一一局をもうけた。
明治三年（’八七○）ごろ、広運館の学生数は約四○○名ほどであった。その内訳は、国学（一○○名）、漢学二七名）、算術（五
二名）、
天文、経済）がおしえられた。
翌文久三年七月、英語稽古所は立山奉行所の東長屋にうつり、「英語所」と称し、さらに同年十一一月、江戸町にうつり「洋学所」と
改称し、ＧｏＨ。Ｆ・フェルベック（’八三○～九八、オランダ改革派教会宣教師）が英語をおしえた・
元治元年（一八六四）正月、大村町に「語学所」が設けられ、そこで英語のほかにフランス語、ロシア語などが教えられた・慶応元
年（一八六五）、語学所は新町の長州屋敷のあとに移り、「済美館」と改称され、外国語のほか諸学科（歴史、地理、数学、物理、化学、
山右門太が就任した。
明治七名（一八七四）四月、広運館は「長崎外国語学校」、翌年「長崎英語学校」と改称され、同十一年（’八七八）五月に廃止と
英
学
…
…
…
…
…
二
一
フ
ラ
ン
ス
語
…
…
四
八
名
ロシア壷西………二｜々ロ
英
語
は
か
れ
に
と
つ
一
名
て外国語であった。
（布）
／、、西南諸藩の家臣が多くまなんだようだ。
すでに述べたように、出島の商務員ブロンホフであった。が、かれは生粋のオ
128（59） 
英語を母国語とするアメリカ人ラナルド・マクドナルド（一八二四～九四）こそ、日本英学の先駆者である。マクドナルドは、スコッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
父
と
チ
ヌ
ッ
ク
族
（
オ
レ
ゴ
ン
州
に
住
む
北
米
イ
ン
デ
ィ
ァ
ご
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
。
オ
レ
ゴ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
が
途
中
で
退
学
し
、
の
ち
銀
行
に
つ
と
め
た
。
し
か
し
、
や
が
て
そ
こ
も
辞
め
る
と
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
川で船乗りになった。一八四五年（弘化二年）十二月、日本語をまなび通訳になろうとし、捕鯨船プリマス号にのり日本へむかった。
（花）
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
を
経
て
、
’
八
四
八
年
六
月
蝦
夷
（
北
海
道
）
の
利
尻
島
に
単
身
上
陸
し
た
が
、
た
だ
ち
に
役
人
に
捕
え
ら
れ
｛
不
谷
に
移
さ
れ
、
さ
らに松前に謹送された。同年十月、さらに長崎に移送された。
長崎に来てからは崇福寺の末寺・大悲庵に収容され、翌一八四九年（嘉永二年）四月、アメリカ軍艦プレブル号で帰還するまで約七
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
何
度
も
奉
行
所
で
尋
問
を
う
け
た
が
、
通
訳
を
つ
と
め
た
の
は
森
山
多
吉
郎
で
あ
っ
た
。
や
が
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
多
少
学
問
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
長
崎
奉
行
は
、
蘭
通
詞
十
四
名
を
か
れ
に
つ
い
て
英
語
を
学
ば
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
冒
険
家
の
弟
子
と
な
っ
た
の
は
、
力
月
す
ご
し
た
。
森
山
多
吉
郎
（
の
ち
ペ
リ
ー
の
艦
隊
が
来
航
し
た
と
き
、
通
訳
を
つ
と
め
る
）
猪
俣
伝
之
助
志筑辰一郎
中
山
兵
馬
塩小西
谷川慶
種慶大
三次郎
郎郎へ
楢
村
作
七
郎
西
与
一
郎
（のち出島の医官ポンペの通訳をつとめる）
(60）１２７ 
辞書のかたる薙末の英学
「琉球」という呼称は、もともと中国人が名づけたものらしい。十五世紀のはじめ、尚氏（中山王）が沖縄を統一し琉球王国となっ
ら
よ
う
こ
う
たが、やがて明に朝貢した。
森山はやがて連語、
〈耐）
練習した。
当時、森山はラーー
ろ助けてもらった。
ろ
く
ほ
ど
の
修
得
能
力
を
し
め
し
た
。
た
り
し
た
。
（両）
ら若いサムーフイーたちであった。
十七世紀のはじめ、薩摩の島津氏に征服され、日中両国に帰属した。明治十四年（’八八一）琉球藩が廃止され、沖縄県となり正式
＋
琉
球
（
沖
縄
）
の
英
学
蘭通詞らは毎日、大悲庵のマクドナルドのもとにやって来ると、英語をよみ、それを師から訂正をうけたり、文章を解説してもらっ
かれらは主としてリーディングを習ったものか。弟子のなかでもひときわ熱心であったのは、森山多吉郎であり、覚えが早く、おど
茂
鷹
之
助
名
村
常
之
助
本
木
昌
左
衛
門
岩
瀬
弥
四
郎
堀
寿
次
郎森山はラテン語の文法書をよみふけり、英語のほかフランス語も勉強しており、マクドナルドからフランス語についているい
連音ですら正しく発音できるようになり、貢曽薯の発音がうまくできないことを知ると、なんども幾りかえして
126（61） 
が、その歴史は、小国のかなしさ、つねに強国によりそって生きてゆかねばならず、近世においては島津の圧政に苦しみ、廃藩置県
後は日本政府、第二次大戦後はながくアメリカの統治下におかれるなど、運命にさんざん翻ろうされた。
十六世紀以後、各国の船がたびたびこの王国に来航した。家康の外交顧問であったウィリァム。アダムズも琉球に足跡をのこしてぃ
に日本領となった。
琉球に英語がつたわったのは文化十三年（’八一六）のことであるらしい。イギリスの軍艦アルセスト号（艦長マレー・マクスウェ
ル）とライアラ号（艦長パジル・ホール）は、使節アムハースト卿を清国に護送したついでに、日本海附近の調査を試み、朝鮮の西海
な
は
岸をへて、同年八月一一十五日那覇（一八一六・九・一六）にやってきた。
英艦は九月七日（一○・二七）まで約四十日間、那覇に滞泊した。この間、何人かの琉球人が官命によりイギリス人のもとに通い、
る
。
熱心に英語をまなんだ。
め
え
で
Ｉ
ら
お
い
ら
じ
ゆ
そのうちの一人が、”マデラ“（真栄平房昭、（’七八七～一八一一九、当時は裁判所（平等所）の判事補、ときに一一十九歳のち書役、
あ
だ
に
や
通事）であり、もうひとりは”アンャ〃（安仁屋、一八○八Ｉう。、裁判所の判事補、ときに一一十四歳）である。
（内）
もともと琉球王国の教育の基本は和学であり、その主潮は中国古典であったといい、英学は開国前の徳川幕府の教育制度とおなじく
（帥）
通詞（事）のしごとであった。また官営の洋学機関をもたず、通詞や訳官の養成におくれをとっていた｝」とは否めない。
亀川正東の『沖縄の英学』（研究社、昭和⑪・７）によると、琉球における英学の端緒をひらいた真栄平は、漢学・北京官話に通じ
た秀才であり、イギリス人との会話中つねにノートをとり、英語の修得につとめ、中国語の語音とカタカナによる「英語会話集」をっ
録
角
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
の
「
航
』
いうほどの熱心さであった。
た秀才であり、イギリス人との会話中一
くったが、残念ながら現存していない、
安仁屋は門閥の出であり、国学と北京官話をおさめ、真栄平の補佐役的な通事であった。このとき両通事と接触したイギリス側の記
（パジル・ホールの『航海記』）によると、いつもメモを取ることを忘れず、いったん習った英語は琉球文字でしるし、おぼえると
とい・っ◎
(62）１２５ 
辞瞥のかたる幕末の英学
幕末、蘭通詞や洋学者、洋学生にとどまらず、幕府の要人らは英語が国際語として世界各国に通じ、貿易をおこなうにも、すこぶる
便利であり、かつ実用性が高い一一一一回語であることに気づいたことは大きな意義があるといえる。
その後わが国は蘭学全盛の時代から、英学の時代へと急速に傾斜して行った。
漸次、欧米との交通がさかんになり、来日する欧米人の数がふえるにつれて、英学書が多く刊行されるようになり、英語学習はます
ます盛んになって行ったのだが、各国語の伝習をうながした幕府の施策もあずかって力があったようだ。
文化五年（一八○八）夏におこった英艦フェートン号の長崎湾間入事件は、
機となったばかりか、それを機に英語学習がはじまった。
明治三十年（’八九七）五月、英語は一一一年と一一ヵ月ぶりに正科にもどった。このように教育面ひとつとっても、沖縄人は内地の人間
から冷眼視され、ときに差別をつけられていたことがわかる。翻って考えるに、沖縄の歴史は、琉球王国の時代から受難の歴史そのも
の
で
あ
っ
た
。
（別）
は翌年までつづいた。
廃藩置県後も沖縄ではながく英語を正科として教えられず、明治十八年（’八八五）になってはじめて中学校に英語科が設けられた
が、同二十七年（’八九四）随意科目となった。当時、沖縄中学の校長児玉喜八（県の学務課長、師範学校長をかねる）は、「沖縄人
は上級学校にゆく必要もないから、英語を廃して随意科とする」と発表するや、同年十一月生徒のあいだでストライキがおこり、それ
へⅢ》
の
で
あ
っ
た
。
日本遠征の途中、ペリーの艦隊が琉球の那覇に着いたのは、’八五三年五月一一十六日（嘉永六・四・’九）のことだが、このとき首
ま
き
し
い
ち
ら
と
ち
里のひと牧志朝忠（旧姓・板良敷）が通訳にあたった。が、おもに中国語でやった。
かれは清国にわたり北京官話を学んだのち、与世山親方という人物について英語をまなんだとされ、その英語も意を通じるに足るも
む
す
び
それまでまったく等閑に付されていた英語を見なおす契
124（63） 
すでにのべたように、幕府は、安政の五ヵ国条約をむすんで五年後の文久三年（一八六三）ごろまで外交上、オランダ語によらず、
各国語で公使館と連絡をとりあう必要にせまられていた。そのため一日も早く、訳官と通訳を養成することが急務であった。すなわち、
語学に練達した人間を育てるのが国家目標でもあったといえる。
当時の語学教育の水準や教師や学生の実力にしても概してひくくかつ貧弱であったであろうが、熱心に教育や学習に努めた者に対し
て
は
、
ふ
か
い
敬
意
を
払
わ
季
語学の学習は、時間を一
夕にはゆかないのである。
も
の
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
英学の先駆者のなみなみならぬ苦労と努力をしのびながら、この稿を書きすすめたが、国内外の先達が編んだ辞書や英学書は、当時
の情況を考慮すると、いずれも一読三嘆に値するものばかりである。
こんにちの英語学習の隆盛に目をむける一方で、きびしい監視と困難な情況下で、一意専心英語をまなびはじめ、修業にはげんだ先
覚者のことをおもうと、いまのわれわれは、惰眠をむさぼっているようだ。
さいごに貴重書や史料の閲読を許可していただいた長崎市立博物館、同県立図書館、香川大学附属図書館、静岡県立中央図書館、東
京大学史料編纂所、東京外国語大学附属図書館、慶応義塾大学附属図書館、早稲田大学中央図書館に対して、記して謝意を表します。
注（１） 
コ
ッ
コ
ッ
や
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
天性ゆたかな才能と並はずれた記憶力にめぐまれた人間なら、その上達は著しいだろうが、多くのひとは凡人である。凡庸の人間は
館蔵）による。
ふかい敬意を払わずにおれない。
虫
さ
び
る
や
そ
江戸中期の測量家・兵法家であった村井昌弘（一六九一一一～一七五九）が著した「耶蘇天殊記
時間をかける割には、労多くして効すぐなしというか、大きな成果はなく、一進一退である。語学の修得は、一朝一
である。ことばに対してふかい愛情をそそぎ、情熱をかたむけ、異常な努力をして学んでこそ、はじめて一定ていど
前
録
全
」
（
写
本
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
(64）１２３ 
辞書のかたる幕末の英学
（８）注（３）の一六頁。
（９）三昌冒日の①三の一は』
子
と
し
て
、
一
六
五
四
圧
グー、〆ﾛ、〆■、〆へ〆￣、グー、
７６５４３２ 
、＝、uン、-〆、-〆、‐〆、=’七
六
六
年
刊
）
な
ど
は
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
ひ
幼くしてラテン語で頭角を現したが、やがて職工のもとに弟子入りした。しかし、勉強好きのシュウェルは、織械の桟をまわしながら、一一一一口語
学
の
研
究
を
つ
づ
け
た
。
十
四
歳
に
な
っ
た
と
き
、
母
の
友
人
が
住
む
イ
ギ
リ
ス
を
お
と
ず
れ
た
。
約十ヵ月ほどこの霧とスモッグの国ですごし、帰国後は翻訳のしごとをするかたわら、オランダの各新聞に詩歌などを寄稿した。のちウィリ
ァム・ペン（一六四四～’七一八、イギリスのクエーカー指導者）から、プリストルに設立されたクエーカーの学校の教師として招塒されたが
断
り
、
一
七
二
○
年
三
月
に
亡
く
な
る
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
暮
ら
し
た
。
生前多くの史書や語学書を著したほか、辞典のしごとをも手がけた。「英蘭・蘭英辞典』（初版は一六九一年刊、五版は一七五四年、六版は一
プロンホフは、’七七九年八月五日アムステルダムに生まれ、長じて法律関係のしごとに従ったのち軍隊に入り、退役後は商業をいとなみ、
の
ち
ジ
ャ
ワ
に
お
も
む
い
た
。
一
八
○
九
年
（
文
化
六
年
）
荷
倉
役
と
し
て
来
日
し
た
が
、
’
八
一
三
年
（
文
化
十
年
）
ジ
ャ
ワ
総
督
ラ
ッ
フ
ル
ズ
の
命
を
う
け
、
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
を
か
か
げ
た
イ
ギ
リ
ス
船
が
長
崎
に
入
港
し
、
出
島
を
占
領
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
捕
え
ら
れ
イ
ギ
リ
ス
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
一
八
一
七
年
（
文
化
十
四
年
）
再
来
日
し
、
ド
ゥ
ー
フ
に
代
わ
っ
て
商
館
長
と
な
り
、
一
八
二
三
年
（
文
政
六
年
）
ま
で
在
任
し
た
。
帰
国
後
、
し
ば
ら
く
ハ
ー
グ
で
くらし、のちハーレムの近くのブルーメンダールに移住し、さらにアーメルスフォールトに移り住むと、以後死ぬまでここで暮した。一八五三
年十月十三日アーメルスフォールトの郊外ピルクホーフェンで亡くなった。享年七十四歳。墓はいま市役所の裏手にある（写真参照）。
膏じれた。
注
（
３
）
の
二
頁
。
「
巻
十
一
年
表
畢
注（５）の四三七言
重久篤太郎「日本近世英学史』（教育図書株式会社、昭和十六年十月）、二三七頁。
古賀十二郎尉釧膿歌長崎の英語研究』（九州書房、昭和二十二年七月）、九頁。
年
表
畢
要
の四三七頁。
の①斎一は、十八世の言語・歴史筆者である。アムステルダムの自由市民であった外科医ヤコプ・ウィリァムソン・シュウェルの息
一
六
五
四
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
た
。
母
の
ユ
ー
デ
ィ
ト
・
ツ
ィ
ン
シ
ュ
ペ
ニ
ン
グ
（
ド
イ
ツ
人
）
は
若
死
し
た
の
で
、
以
後
お
じ
の
も
と
で
育
て
二」『続長崎実録大成」所収（長崎文献社、昭和四十九年十一月）、四三六頁。および注（３）の七～二二頁を参照。
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ｚ一のロミｚｍＱＲ］画且Ｏゴロ・円菖⑪。。三○○『Ｑのロウ・の六．口の、の己のロの①］》シ・一『・の】］（ず。患い巳同のぐの『⑪‐『目日、。冒己ｂ一］ｚ・く・Ｐの一口の貝］①閨の一○一
八頁、および曰ゴのロ］・毬・ロ四『］・開ｚ島・目一国。、『ロロ耳・ぐ・一・〆ご戸○菖○ａごロ】ぐ円の一口勺円の⑭の．Ｆ○且○コの一二二一～一一一一一二頁を参照。
岩崎克己『柴田昌吉伝」（｜誠堂書店、昭和十年九月）、五頁。
井田好治「長崎本『諸厄利亜語林大成』の考察」（『長崎原王瀧翻騨麟」研究と解説』所収（大修館書店、昭和五十七年四月）、四七頁。
『長崎と海外文化」下編（長崎市役所、大正十五年四月）、一○頁。
井
田
好
治
「
長
崎
本
注（ｕ）におなじ。
注
（
ｕ
）
に
お
な
じ
。
注（３）の二一～一
往（、）の一七頁。
豊田実『日本英学史の研究」（昭和四十四年十二月）、五頁。
注（⑫）の三○頁。
注（、）の六五頁。
「
伊
藤
博
文
伝
上
注（皿）の六五頁。
注（Ⅲ）におなじ。
注（皿）の四七頁。
荒木伊兵衛『日本英語学書誌』（創元社、昭和六年四月）、一六四頁。
注（、）の五○頁。
注（⑩）の五二頁。
注（⑫）の五頁。
同右。
の六五頁。桜井役『日本英語教育史稿』（敞文館、昭和十一年三月）の三四頁にも値段のことが出ている。
〈
伝
上
巻
』
（
春
畝
公
追
頌
会
、
昭
和
十
五
年
十
月
）
、
二
○
～
一
一
一
頁
。
の二一～二一一頁。
「諸厄利興学小筌』の考察」（『長崎原本籠纏翻蘇盤研究と解説』所収（大修館書店、昭和五十七年四月）、一一七頁。
(66）１２１ 
辞書のかたる幕末の英学
〆■、／へ〆へ〆￣、〆￣、'－，〆￣、／■、〆~、／■、〆■、〆へグー、グー、グー、グー、
５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１４０３９３８３７３６３５ 
～ン、､ン、-グ、-ノ、－ソ、－ノ、－ノ、＝'、－〆、-ン、-ソ、＝ノ、－ノ、亘〆、－〆唱一
〆､〆へ〆■､グー､〆■、
３４３３３２３１３０ 
、－’坦一ノ、－ソ超＝’、－’照。原平三「蕃書調書の創設」
注（妃）の論文、四一頁。
加藤弘之「経歴談」ｓ太帽
注
（
妬
）
の
二
六
頁
。
『
大
日
本
古
文
書
幕
注（似）の六四九頁。
「檸蘇外交史料集成
これら四点は、堀達一
注（虹）の六五二頁。
井上能孝『箱館英学事始め』（北海道新聞社、昭和六十二年十一月）、四四頁。
倉
沢
剛
『
幕
末
教
育
史
の
研
究
ｌ
續
術
伝
習
政
策
」
（
吉
川
弘
文
蟷
昭
和
五
十
九
年
二
月
）
、
一
二
貢
・
多
田
実
訳
「
ホ
ジ
ソ
ン
長
崎
函
館
滞
在
記
」
（
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
五
十
九
年
九
月
）
、
二
一
頁
。
川
崎
晴
郎
『
幕
末
の
駐
日
外
交
官
・
領
事
館
』
（
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
、
二
五
七
頁
。
「大日本古文書幕末外国関係文瞥之二十八』（東京大学史料編纂所、昭和三十三年三月）、二六四頁。
「
函
館
市
史
通
説
編
第
一
巻
』
（
函
館
市
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
、
六
六
五
頁
。
倉沢剛『幕末教育史の研究－－直轄学校政策』（吉川弘文館、昭和五十八年二月）、六四八～六四九頁。
生鱸文編訳「ギルデマィスターの手紙Ｉドイツ商人と辮末の日本」（育隣鑿、平成三年三月）、三四頁・
三上参次『外山正一先生小伝』（大空社、昭和六十二年九月）、九頁。
【旨：：○。『目己四一］］⑫⑪ブミＣ］・巨日の扇【・］四℃目］②、①‐「・ヨョ『・ぐ。］ロョのの・ぐ○一・円・日ロ。曰四⑪○囚昌の『ｚ９己９．伊。且○コ．］、ｇの七八頁を参
注
（
釦
）
の
七
九
頁
。
高梨健吉『文明開化の英語』（中央公論社、昭和六十年六月）、二三頁。
成第四巻』（財政経済学会、昭和十九年三月）、二八○～二八二頁。および注（⑪）の六一一一四～六五二頁を参照。
堀達之助が箱館に赴任早々、箱館奉行に願いでた書籍。注（虹）の六四九頁。
幕末外国関係文書之二十七（東京大学史料編纂所、昭和三十二年三月）、六○～六一頁。
ｓ太陽」第四号、第二巻所収）、九一九頁。
（『歴史学研究」第百三号、九月号所収）、｜頁。および『日本教育史資料七』、六六四頁を参照。
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）
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技
術
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習
二
、
目
安
政
四
丁
巳
三
月
重
文
久
元
辛
酉
八
月
」
（
外
務
省
引
継
薑
’
一
○
五
一
）
（筋）「通信全覧二編亜国御対話二（十二）」（『通信全覧第三巻』所収、雄松堂書店、昭和五十八年一一一月、一一七一～二七三頁。
（髄）「霧伝習事件乾起安政四年己未至慶応三年丁卯」（外務省引継薑’一一）
（町）高谷道男編訳『へボン書簡集』（岩波書店、昭和五十四年九月）、二一一一頁。
（御）アメリカ公使プライン宛書簡（久世大和守、坐
（“）「英語伝習一件」（外務省引継醤類’八六五）
（閉）Ｚ。．『、門の囚口【一○口○ｍ三ｍご已芹のＱの日（ののご］ロロロロ雪邑①□ｐ］ロロの］Ｐ］、Ｂ・目○岳の】『国Ｋ８］一のロｏ】の⑪【巨国の］四日ｇｏロ。【日已・巨丘国巨口○
冒
圓
…
貝
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…
…
・
厨
目
ｌ
冨
目
…
…
；
…
…
…
ぺ
風
。
（
薑
伝
習
一
件
」
の
な
か
に
綴
じ
こ
ま
れ
て
い
る
譽
簡
Ｉ
閂田口Ｈヨーロ○戸口■ロ一・岸四丙巨『回、巨夛「四コ。》
英語と蘭文のものが各一通ある）
たもの。
注（妃）の論文、
『
日
本
教
育
史
資
料
注（皿）にみられヲ
『赤松則良半生談』
注（別）の二一頁。
加藤弘之「蕃嘗調書に就て」ｓ史学雑誌』第二十編第七号所収）、八八頁。
加藤弘之「経歴談」（『太陽』第三号第二巻所収）、六二七頁。
尾形裕康『学制成立史の研究』（校倉書房、昭和四十八年三月）、七二頁。および「私塾寺小屋表」（『日本教育資料４』所収）よりまとめ
注注
〆■、〆白、
５５５５ 
、-ゾ、‐’
にに
おお
なな
じじ
り｡
高谷道男「ｓ・Ｒ・ブラウン書簡集１１幕末明治初期宣教記録』（日本基督教団出版局、昭和四十年十一月）、一四六頁。
注（粥）の二七頁。
局
史
資
料
七
』
（
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
）
、
六
六
六
頁
。
に
み
ら
れ
る
、
「
開
成
所
人
名
録
」
よ
り
ま
と
め
た
も
の
。
兵半生談』（平凡社、昭和五十二年十一月）、一九頁。
一七頁。
水野和泉守、板倉周防守の連署、文久二年壬戌五月十八日付）［英語伝習一件］所収。
(68）１１９ 
辞瞥のかたる幕末の英学
（皿）亀川正東『沖縄の英学』（研究社、昭和四十七年七月）、一八○頁。
その他の参考文献として、勝俣詮吉郎の『日本英学小史」（研究社、昭和８．９）、桜井役の『日本英語教育史稿』（敞文館、昭和ｎ．３）、定宗数
松の「日本英学物語』（三省堂、昭和、・５）、『大阪女子大学蔵・日本英学資料解題』（大阪女子大学、昭和師・３）、『江戸幕府旧蔵図書目録』、（静
岡
県
立
中
央
図
書
蟷
昭
和
銅
・
４
）
、
『
資
料
日
本
英
学
史
上
英
学
こ
と
は
じ
め
」
（
大
修
鱸
瞥
店
、
昭
和
鬮
・
２
二
初
期
日
襄
薑
料
集
成
ｌ
収
録
書総目録』（雄松堂フィルム出版、昭和団）などの請書をてきぎ参照した。
（犯）注（両）の二六三頁。
（ね）注（皿）の一一一三三頁。
（帥）注（、）の三三四頁。
（だ）のず目８ｍ四百日ロ穴一恥属目ヨのシロぐの員冒の『幻四口ローＱ三四８．日］Ｑ」⑪念宇のご］：：四目言のご己（８の国（の、．］『の。‐］、田・所収。目茸の『『目の口、‐
丘○コのＣ【岳のシ、】ｇ－ｏｍｏｏ】の芹］○ｍ』四℃四目の①○○コ・の①『】の⑪『ｏ一・門ご胃国。□の○・］の山の。
（”）籍、奇濡馳ィ鑪『英学の祖Ｉオレゴンのマクドナルドの生耀」（雄松堂出版、昭和六十四年土月）、二七八頁．
（刀）『日本教育史資料
（汀）注（３）の六六吉
（
犯
）
注
（
３
）
の
七
○
吉
（門）注（３）の二頁。
（別）注（３）の六六吉
（
布
）
注
（
鉛
）
の
六
七
香
の六六頁。
の六七頁。
の六六頁。
の七○頁。
八』（臨川書店、昭和四十五年九月）、三七四頁。
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辞轡のかたる幕末の英学
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殴挿
璽教師ロパート・モリソソの肖像
晩年のプロンホフの肖像
マカオの１日プロテスタント墓地にある宣教師
ロパート・モリソンの墓〔遜者撮影〕
アーメルスフォールトの町にある
プロンホブの墓〔筆者樋影〕
(72）１１５ 
